
厚生労働省独立行政法人評価委員会 (第34回 )

議 事 次 第

平成 25年 8月 28日 (水)

13:00～ 17100

厚 生 労 働 省

専用第 12会 議室 (12階 )

1 開 会

榊

(1)独 立行政法人国立病院機構の暫定評価について

(2)独 立行政法人国立病院機構の組織 ・業務全般の見直し当初案について

(3)独 立行政法人医薬品医療機器総合機構の暫定評価について

(4)独 立行政法人医薬品医療機器総合機構の組織・業務全般の見直し当初案について

(5)独 立行政法人労働者健康福祉機構の暫定評価について

(6)独 立行政法人労働者健康福祉機構の組織・業務全般の見直し当初案について

(7)独 立行政法人年金・健康保険福祉施譜整理機構の暫定評価について

(8)独 立行政法人年金口健康保険福祉施設整理機構の組織・業務全般の見直し当初案

について

(9)独 立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園の最終評価について

(10)独立行政法人福祉医療機構の最終評価について

(11)独立行政法人高齢 口障害 ・求職者雇用支援構の最終評価について

(12)独立行政法人勤労者退職金共済機構の最終評価について

3 閉 会

<配 付資料>

【国立病院機構】

資料1-1

資料1-2

資料 1-3

【医薬品医療機器総合機構】

資料2-1

資料2-2

暫定評価説明資料 .

中期目標期間の業務実績の暫定評価結果 (案)

組織・業務全般の見直し当初案

暫定評価説明資料

中期目標期間の業務実績の暫定評価結果 (,諄ミ)



資料2-3    組 織 ・業務全般の見直し当初案

【労働者健康福祉機構】

資料3-1    暫 定評価説明資料

資料3-2    中 期目標期間の業務実績の暫定評価結果 (案)

資料3二 3    組 織 ・業務全般の見直し当初案

【年金・健康保険福祉施設整理機構】

資料4-1    暫 定評価説明資料
'  資

料4-2  υ  中 期目標期間の業務実績の暫定評価結果 (案)

資料4-3    組 織 口業務全般の見直し当初案

【目立重度知的障害者総合施設のぞみの園】

資料5-1    最 終評価説明資料

資料5-2    中 期目標期間の業務実績の最終評価結果 (案)

【福祉医療機構】

資料6-1    最 終評価説明資料

資料6-2    中 期目標期間の業務実績の最終評価結果 (案)

【高齢・障害口求職者雇用支援機構】

資料7-1    最 終評価説明資料

資料7-2    中 期目標期間の業務実績の最終評価結果 (案)

【勤… 共淵 】

資料8-1    最 終評価説明資料

資料8-2    中 期目標期間の業務実績の最終評価結果 (案)

参考資料  参 照条文等

以上



独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(国立病院機構)

平 成 25年 8月 28日 (水 )

1 3 : 0 0～ 17 : 0 0

厚 生 労 働 省

専用第 12会 議室 (12階 )
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(医薬品医療機器総合機構)

平 成 25年 8月 28日 (水 )
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専用第 12会 議室 (12階 )
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(労働者健康福祉機構)

平 成 25年 8月 28日 (水 )

13 : 0 0～ 17: 0 0

厚 生 労 働 省

専用第 12会 議室 (12階 )
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(年金田健康保険福祉施設整理機構)´

平 成 25年 8月 28日 (水 )
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独立行政法人評価委員絵
舗

気
物

第34回)
(国立重度知的障害者総 設の の園)

平 成 25年 3月 28日 (水 )

1 3 : 0 0～ 17 : 0 0

厚 生 労 働 省

専用第 12会 議室 (12階 )
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(福祉医療機構)

平 成 25年 8月 28日 (水)

13 : 0 0～ 17: 0 0
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(高齢・障害・求職者雇用支援機構)

平 成 25年 8月 28日 (水 )
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独立行政法人評価委員会 総会(第34回)
(勤労者退職金共済機構)

平 成 25年 8月 28日 (水 )

13 : 0 0～ 17: 0 0
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第二期中期目標
´
し
｀

料
3月 31日 )

目 次
次買以降の主な取組状ヨ綱にある実施肉書について仲曖のm
がないものは、毎年魔実施している。また、※lt中期計口にためる
強住目標を示す。

評 価 項 目
暫 定 評 価 期 間

暫定評価 ページ
平成21年 度 平成22年 度 平成23年 度 平成4年 魔

1診 療業務
患者の目線に立った医療の提供

A(4.00) A(4:00) A(4.00) A(4.00) A(4.00) 1

2診 療事業
安心・安全な医療の提供

A(4.00) A(4.00) ハ(4.16) A(4 14) A(4.07) 2

3診 療事業
質の高い医療の提供

A(4.14) S(4、 85) S(4.83) S(4.85) S(4.66) 3

4診 療事業
個別病院に期待される機能の発揮等

S(5100) S(4.85) S(4.83) S(4.57) S(4.81) 4

5臨 床研究事業 S(5.00) S(4.57) S(5.00) S(4.85) S(4 86) 7

6教 育研修事業 S(4.57) S(4.85) S(4.66) S(4.71) S(4.69) 9

7総 合的事項 A(3.85) A(3.85) A(4.00) A(4.14) A(3.96)

8効 率的な業務運営体制 A(4.00) A(4.00) A(3.83) A(4.14) A(3.99) 12

9業 務運営の見直しや効率化による収支改善
(1)経営意臓の向上

…(1)業務澤営素 卜,節凛犠Q業務澤菫ョストΩ節秘

A(4.00) A(4.42) A(4.16) A(4.14) A(4.18)

10業 務運営の見直しや効率化による収支改善
…11)整董湮軽 LΩ笙菫笠0匡 菫資源の有効活用

S(4 85) S(4.57) S(4.66) S(4.57) S(4.66) 1 4

11業 務運営の見直しや効率化による収支改善
(2)桑務運営コストの節減等 ③収入の確保

A(4.00) A(4,00) A(4.00) A(4.00) A(4.00) 15

12経 営の改善 S(5.00) S(5.00) S(5.00) S(5.00) S(5.00) 16

13固 定負債割合の改善、医療機器Ⅲ建物整備に関する計画等 S(5,00) S(5.00) S(4.66) S(4.85) S(4.87) 17

14人 事に関する計画・広報に関する事項 A(4.00) A(4.00) A(4.00) A(3.85) A(3 96) 18



診療事業
A(4.00)の に立つた医療の提供

9畷 鼎 卿 税 臨 晰 義〃同臓 こよる説明などこ努めるととЫこ相談け い体制づく舛こ取り出
・ 接 遇等の研`を 充実し、患者満足度調査において、医療従事者の説明に関する項目についての改善について検証を行う。

9:結』蓬晰編♂薔fl型繁a潟電ヵンドオピニオン受入対応できる体制を整備する。
・ セ カンドオビニオンヘの理解、満足に関する日杢を実施、分析し、制度の充実を図る。

9'叫 実施し、その結果を踏まえてサービスの改善を図るとともに、患者?目線に立った観点から患者満足度口生の見直しを図る。

筆第菅農島高性重霧二導吉島雰蓼鼻鼻昂雰翼だ義省豚ぶr島瀬暮じ勇界挙言漂葛磐轟構事:F組
を推進する。

°
.彗 脚 認 翻 滉 入臓 正田ヨ5名 外来瀾 1,田0
・患者の本音を引き出しやすいネ睛 ヘブク=たう柏ンによる段日、壼者のプライパシー

に十分■慮した集計方法
・口壺結果を踏まえ、各病院でサービスの改善のための様 な々取組を継犠的に実施

0分 かりやすい説明と相臓しやすい環境づくり   ‐
。医療ソーシャルワーカーの配量24年度:135月院368名

(対20年度+22病院■139名)
・全痢院に医療相談窓口を設置
・患者への人退院の説明の際は全病院で医師以外の職種も同席
・全病院で構■・コー ケーシヨンに口する研■を実施

0セ カン財 ピニオン鷹口の設置
・24年度:141病院(対20年度+12病院)※全輌腕

提供者(21～24年度 ■12137名)、情報提供書作成数(21～24年度 ■0,443件)
・各瘤院の取組状況の共有化

0多 様な勝薇時間の殷定及び待ら時間対策
・土日外来の実施 40病院(対20年度●5病院)
・患者満足度■壺の結果等を臓まえ、各病院で待ち時間対策を績続的に実施

°罵 留 調 蹴 麟 踏 腱 団食… 勉強会等を難
0全 患者への『個別のお燎颯日の算定項目の分M明 錮書Jの発行

・目の政策に先駆けて方針決定。244魔末時点で141書院が対応済(対20年度+133●騰)巌全冑腱

朧朧鰯議轟乱識搬購鐵圏騒熙臨細歳躙融躙蠅飾醐朧蠅轟墓i醐鸞鰯躙囲麟醐織縄麟翻囲蠅艘

A(4.00) A(4.00)       A(4.16)       A(4.14)

【中期計口】

?Eな 鯛 鶏り算の開示を行うなど、適切な情報開示に取り組むとともに、
1言 3て る1翁 瀬手殺[警 t菖 黒屁筆者に対し助音を行 う体制を院内に整備する。・ 各 病院の倫理委員会の組織 ・運営状況を本部で把握し、その改善に努めると

?医 すF夕 J甲 蟹♂VLを 中心に、ヒヤリハット事例の適正な分析等のリスク管理を推進するとともに、病院間での相互チェックを実施するなど医療安全対策の

標準化に取り組む。
我が日の医療安全対策の充実に貢献する観点から、

これら取組の成果を取りまとめ情報発信に努める。

各病院は医療事故や医薬品等安全性情報の報告を徹底する。

【主な取組状況】
0患 者のプライパシニに■慮した●an組

・相餞窓口の日=化 24年度:132病院 (対20年度“輌院)相臓=口 の日=化 24年E:132肩 瞬 【対20年E●1綱籠′    ｀

建書窮院でのプライバシーにE慮 した外来ブースの整備、自棟面餞室の増置を推遭

雪 鷹 閣 塁鯉 躍 震 選 出 撃 黎 1、ては各病院のホームページ上で公豪、厚労省指鋼=基づくカルテ開示

インフォームド・コンセントの籠遣
薔本的考え方や口菫すべき点を整理した指針を策定(2■閾月)。以降、全痢院で体“整備や改善の取組を実施

転倒・転落アセスメントシートの活用による転倒転落事故の発生防止と要因分析

瘤院間の目薇安全相互
:艦

ク体制の整■
、24年度:各プロック3瘤院計18着院試行

,加 病院の意見等を踏まえ、実施要鋼を作成(24年度)

長期薇姜壼者が使用する人工呼吸薔の機種遇定のための薔本晏件の策定等
長期彙姜慮者が使用する人工呼吸署の基本7要件を作成(24年度)

０

　

０

　

０

0

0

0

患者の人工呼吸暑管理に係るリスクの軽減、凛養上の安全をよリー層確保することを目的とした
人工呼吸薔不具合共有システムの運用

腕内●彙対策の強化.●彙管理認定看=師 0■ 量

ま群騒露醤お=晏電軽:露輔ぽ 塁認識籠競F湿議露轟誡0



診療事業
質の高い医療の提供

A 4.14) S(4.83)

【主な取組状況】
0ク リティカルバスの活用推進

各病院にクリティカルバス委員会を設置し、パスの作成や活用を健遭
24年度バス総数11,683種類、実施総数286.226件(対20年度+3,381種燿、■2494卜 17%)
※対20年E●1"以 上

0臨 床評価指標の公表及び改善
臨床評価指標(19年度)の改善に向けた検討(21～22年度)
全144病院のDPC・レセプトデータを収集したデータベ‐ス(22年10月運用00始)を用いて計II・分析.
70指標の結果を公表(23～24年度)               .
民間病院等でも70指標と同様の指標を作成できるよう、針瀾マニュアルを作成・公表(24年度) (老朽病院)

・臨床諄価指標を用いたPDCAサ イクルに基づく医療の■改善に向けた取組を24年度2輌院を対彙に開始し、舶果を公表(24鷹 )

0介 Eサ ービス提供体制の強化等
・療姜介助聰(ヘルバ…2級以上資格)の増員 2年 度:63病院1,070名(対20年魔+14病院+513名)
・■症心身陣書.筋ジストロフィーなどの老朽病棟の整備(7:病院を整備中)、各種院内行事の催し、食事提供サービスの工夫等を
継続的に実施

0全 痢院に面麟豊を設置、ポラオ ィアの積極的な受入
0■ 症心身障害児(者)の在宅壼姜支援

・通■事彙(24年度 生活介饉:32痢院.放課後等デイサービス23病院、児童発達支援:28瘤院)
・■症難痢息者入院支操確保事業(2年度 拠点病院28病院 協力瘤院50着院)

0多 職種協■ ・チーム活動の推遣
・栄姜サポートチーム 24産 :133病院 など多職種からなるテームE晨活動を推邁
・チーム医療に資する専門資格者の配量(2年度:"棟凛剤師132瘤棟に日量、摯晨看饉暉14名、専門看饉m28名、鬱定看饉師5“名 等)

(■書病院)
※写=は左とは用綱腕甘

【中期計日の概要】
①クリティカルバスの活用
チーム医療の推進、分かりやすい医療の提供や医療の標準化のため、タリティカルバスの活用を推進し、中期日標の期間中に、実施件数を平成20年度に比し

10%以 上の増加を目指す。
②EBMの 推進
目立病院機構のネットワークを活用し、エビデンスに基づく医療を実践するため、

を図る。診療情報データベースを確立し、民間を含めた利用促進を図る。
③長期晨養者をはじめとする患者の00Lの 向上等

臨床研究等で得られた成果を臨床に反映するとともに臨床評価指標の充実

。 ポ ランティアの積極的な受入や協働等に努めるとともに、療養介饉事業の体制強化を行うなど患者QOLの 向上に取り組む。
・ 菫 症心身障害児 (者)等 の在宅療姜を手支援するため、通口事業等の推進や在宅支援ネットワークヘの協力を行うともに、老朽化した病棟の計画的な更新
整備を行う。

④職種日の協働、チーム医療の推進
複数の専門職種間の協働とそのために役割分担された各職種の業務を実施することにより、質の高い医療を効率的に提供する。

【中期計回の概要】
①医療計画を踏まえ地域医療ヘー層の貢献
・ 地域連携クリティカルパス実施病院の増加や紹介率、逆紹介率の向上など地域の医療機関との連携「強化を図るとともに、都道府県が策定する医療計画を踏
まえ、4疾病5事業を中心に地域医療の向上に積極的に取り組む。

・ 紹 介率と逆紹介率を、中期目標期間中に平成20年 度に比し各々5%以 上引き上げる。
・ 災 害時の医療支援やへき地医療への持続的な支援、医師不足問題に直面する地域医療への支援などへ全国的なネットワークを活かして確実に対応する。
・ 救 急車による受入数及び轟 診後に入院した患者数にういて、中期目標期間中に平成20年 度に比し各々5%以 上の増加を目指す。
②政策医療の適切な実施
政策医療への一層の貢献とともに、他の設置主体では必ずしも実施されないおそれのある医療について、政策医療ネットワークを活用し、引き続き適切に

実施することによリセーフティネットとしての機能を果たす。
③重点施策の受け皿となるモデル事業の実施
国の医療分野における重点施策の受け皿となるモデル事業を積極的に実施する。

S 血n… …̀…Ⅲ………91ml二 _

【主な取組状況】
0地 城遭携クリティカ′レくスの推進

0紹 介率・逆紹介率の向上
。紹介率 24年度:61.6%〈対20年度+7.7り

0地 域■薇支援病院の整備

650%

600%

逆紹介率 24年度:49■(対20年度+6.7%凛対20年度各々 喘甦  450%

40 096

地域の医療機関と一体となつた地域連携クリティカルバスを推進 24年度:87病院 〈対20年度+34H院 )55096

,g.Tt 64.4X

20年庄 21年度 22年凛 23年度 24年度

I:紹介率  逆 紹介亭

。地域医療支援病院の指定 24年度:51病院(対20年度+18病院)

0枚 急目晨体鋼の強化(下記数値は24度 実績)
・款急車による受入数:154,503件(対20年度■20,66響卜15■)、敦急受診後の入院患者数:161■19件(対20年度12411件+3.3%)豪対"牲 各々 颯世
・救命救急センター18病院、24時間小児救急医療体制構築病院13病院、小児綸番|1病院39病院
・ドクターヘリ・海上自衛隊ヘリによる診療活動1,097回、防災ヘリ等による患者搬送受入数249回
・救急車による受入数、敦急受診後の入院患者数の増加

OE燎 計■(4疾痢・5事業)に対応した地域のニーズに合つた目凛の提供 (下記数値lt24年度実績)
・薇 綱 力ぐん72病院、脳卒中81病院、急性心筋梗喜56病院、精尿満50病院
・5事業 救急医療‖1病院、災害医療57病院、へき地医療12病院、周産期医療51病院、小児医療82病院
・都道府県がん診農連携拠点病院3病院、地域がん診療連携拠点病院35病院、在宅医療連携拠点事業
(厚労省モデル事業)2病院、 等

●

”

“

ｍ

，

地城E饉 支侵虜陸数の推移



【主な取組状況】
Ci    x常

軍  朧 T則

の

ァ

調 義
腎

服遺奏籠        漱 遺先・活動内害

35菫          着 手県、日城県、福島県等
(■ぺ■7人日)    航 空搬送や中槙輌朧でのトリアージを実施

50●鵬より77■
(■ぺ■637人日)

18輌腕より11菫
(Eべ148人日)

仁員支撮田遭 E壼 班(福島第一日発事故にわ 警  28瘤 院より47■     福 島県
   :時 立入りにおける中饉3地 でのE● ニーズに対応戒区壌への住民の―時立入り■係)         (■ ぺ267人日)    警 戒区崚への‐

心のケアチーム 106理         着 手県、富城県、福島県
〈エベ2,330人日)   ヽ 故費者へのメンタルヘルスケア.輌院摯員などへのストレス対処法の購● ●

の災害派遣医療チーム(DMAT)340r―ム(的1.500人)の急性湖医療活動全体を指二 |:i:li::・災害医療センターが日本DMAT● 務局として、全ロ

・震災により機能が損なわれた機構以外の病院から入院患者を積極的に受け入れたほか、歓"地 域を中心に31病院で■ぺ1lβ35名の檀災者の鰺壼を実施

・計■停電予定地域の19病院で人工呼曖署を使用する在宅患者の緊急相隕窓口を設置し、緊急一時入院の受入を実施

・被災した機構病院の支援のため、他プロックの病院から看饉暉を派遣

・福島第一原発事故で被災した福島県相双地域の民間病院■精神科医師を派遣し、当麟地域の医療提俳体“の確保に協カ

・本部、プロツクによる迅速な情報収集、物資口遺、医療肛の派遣口菫●を実施

・災害時優先電話.衛星鶴帯電鵬の整口や本部災書●書の品目の見直し・拡充を実施

。現地災害対策本部を官城県と岩手県に設置し、本部・プロック事務所職員を経籠的に派遣、医薇肛が迅速に活動できる体‖を構築

【主な取組状況】

区分

■書目壼チーム

(DMATl

目饉菫

放射籠スクリーニング活n ・‐万人以　　̈
Ｈ　　颯

県
地

県

所

手

羮

島

か

岩
櫨

福

２．

0・
躙 8選          護 層鵠災業務計口の改正等を各い、災害時の対応体制を再構築(24年度)

i : f i lztaz<-
3:心神甕失

4:結核

l点病院(改正前9病院→改正後:2病鶴撃雰奎慕搬晨重露響需鷺̀え、新たに災書急性期に情報収集し電
4年

の実施(24年度)
の研修の実施(21

0■ 症心身障害児(者)医療、筋ジストロフィーE僚 (下記数値は24年度)
・重症心身障害児(者)病棟73病院7,554床

.霊こ裂I厖拓5曇堪峯諄確『窒瑠説、放課後等デイサービス23H院、児童発達支援:“病院)
。■症難病患者入院支援確保事業(拠点病院28病院、協力病院59病院)
・NICUの後方支援病床としての機能強化(15,885人日の患者受入)
・療養介助職(ヘルバー2級以上資格)の増員 24年度:63病院1,076名(対20年度+“病院+513名)

0心 神裏失者等医晨観察法に基づく目晨、精神科目僚への対応(下記欧饉は247度 )
・医療観察法病棟14病n421床
・医療観察法病棟を新骰する自治体病院等職員への研修の実施など、心神喪失者等医療観察法医療の中心的役割
・薬物・アルコール依存をはじめとする治療困難息者の受入、医療従事者研修の実施            |
・認知症疾患医療センター(24年度6病院)での饉別診断、身体合併症年に対する急性期医療、専門医療相談等の実施

0糖 槙E薇 (下■数値は24年度)
・結核病棟51病院2650床 殆どの都道府県で結核の人院医療機関に指定され、結核医療の中心的役割
・多剤耐性結核など難易度の高い結機に対応

°
.習 鵬 群服 翻 離 :轟 )は 椒 21議

診薇看饉脚 Dの 青慮 2年 度→ 、・高度な実践能力を持ちスキルミックスによるチーム医療

厚生労働省の看腱師特定行為・業務試行事業に10病院が指定を受け、14名の鰺療看饉師が各病院で活動(24年度)
・在宅医療連携拠点事業〈厚労省モデル事業)への0加 (24年度)



臨床研究事業(その1)

1      _、 、■.,……勒………象“』 2́_l.……    S(5.00)   … …_…旦⊆盤2./.___
【中期計日の概要】
①ネットワークを活用したEBMのためのェビデンスづくりの推進
・ 政 策医療ネットワークを活用し臨床試験を含む共同研究を推進 し、研究成果を発信するなど一般臨床に役立つエビデンスづくりを実施する。
・ 臨 床研究センター、臨床研究部を中心に雌 進のための臨床研究を推進する。
・ 臨 床研究に精通 した人材の青成を図るとともに、臨床― の評価倒度を充実し、医療必要慶、研究力に応した柔軟な研究体倒を格築する。

②治験の推進
, 政 策医療ネットワークを活用 して他病院間の共同治験を推進 し、迅速で質の高い治験を実施する。
・ 本 部が一括審査を行 う中央治験審査委員会を運営するなど、治験の推進体網を強化を図るとともに国際共同治験や医師主導治瞼の実施に積極的に取り組む。
・ 治 験実施症例数について中期 目標期間中に平成 20年 度に比し5%以 上の増加を目指す。

③宙産・先進医療技術の臨床導入の推進
臨床研究センタ…及び臨床研究部を中心に、高度医療 ・先進医療について臨床導入などを推進する。           ｀

④研究倫理の確立
臨床研究や治験を実施する病院全でに設置された臨床研究に関する倫理委員会、治験審査委員会について各病院の書壺状況を本部で把握 し、その改善に努める。

【主な取組状況】
O EBM推 進のための大規模臨床研究事栞

・目立病院機構のスケールメリット、豊富な症例と一定の質を確保することが可能という特徴を
活かし、■の高い標準的な医療を提供するための医学的根拠嗜確立すべく、本部が主導して事
業を実施(21年度:3課題、22年度:2課題、23年度:2課題、24年度:2課■)

O EB雌 のための― 報の分析
く臨床評価指標の改善〉
・臨床評価指標(19年度)の改善に向けた検討(21～22年度)
・全14病院のDPC・レセプトデータを収集した「砂療情報データベースJ(22年10月運用開始)
を用いて計調・分新し、70指標の結果を公表(23～24年度)

・民間病院等でも70指標と同様の槽欄を作成(る よう、計測マニュアルを作成。公表(24年10月)
く診療機能分析レポート〉
・DPC対 彙‖病院(当時)のDPCデ ータを用いた分析(22年度)
。 「砂療情報デ→ ベース」を用い、近隣病院との比較や患者住所地別の分析など多角的な視点で
分析し、結果を解説編とともに公表(23～24年度)

0我 が日の政策決定等に寄与する大規模臨床研究、指定研究
。日から憂■を受け、21年度に発生した新型インフルエンザ(HlNl)の臨床試験を迅速に実施
→ HlNlワ クチンの機種回数の政策決定事に寄与

・22年度以降も継焼的にワクチンに目する日床試験を実施
→ H6Nlワ クチンの働蓄方針決定に不可欠な情報を収彙
:日 立病院機構が緊急に取り組むべき重要なテーマに焦点をあて。1課日あたり数十以上の多施設
て日査・研究を実施

14Иの病院ネットワークを活かした
大規模囲床研究
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臨床研究事業(その2)

国の政策決定に係る田床研究【主な取組状況】

0臨 床研究組織の活動状況の評価、及び同評価に基づく研究費■分、組織の再構築 員
117■

,智 W質 管Fl
・臨床研究組織の実施症例数、競争的資金の獲得饉、綸文発表数等の活動実輌を点敷化して評価を (1)Y市 譜=■唇現薇お菫穐首話i覇韮ヨ籠■;iご寝
行い、研究費配分、臨床研究組織を再構集                          ｀ 7奎 I==薇「

~~~~‐ ~~: ‐――‐~~~~~、

O臨 床研究中核病院整備事業への申請                    ■ ■国ロコ■E国 ■ロコ■回圧瓢孤調コロココ

O国 内の治験実施体制確立への寄与

略 古屋医療セ汚いが申ml平虚中 用9H曜 却
 鯛

響躍 。̈ 晦喘 1203“織 蹴
・厚生労働省・文都科学省が19年3月に策定した「新たな治験活性化5カ年計日J          lllLI'11111.TFI P=・ 1 ‐ヽFl■‐,1'"‐:難■
における役割(23年度まで)                                 ● 口●●●田n口,c               千 「2]“12H
→ 中核病院(全10病院)として、日立瘤院機構本部が選定                  ・ □崚4●い    饉 「輌■ キ〔n■ 300名  ,"院  ヽ早口躍“

(他は、大学と目立高度専門医療研究センター)                       r｀
 ‐ ■         ‐ :    子 口=2●

‐ 拠点病院(全35病院)として、機構病院5施設が選定                    “
LEIB‐i｀ | ●燎口栞 社 IIt l.020名 8■院1 lTユ“手"

(他は、大学等が約6割)

・
題蹴認臨翻騰躍醐記1編鮒騒呂鍵撃制を鋼するため、1:1甲ⅢⅢ重|1部「`̈ 崖着響商|1係|

O質 の高い治験の推進のための体制整備
。本部に中央治験審査委員会(NHO―CRB)を設置し、20年‖月以降、新規・継機1

→ 設置により、①多施設間の共同治験を実施するにあたつての―括審査が可
②プロトコール・倫理審壺上の施設間のパラツキの排除
③各施設と治験依頼者の事務手続き業務の軽減、などのメリッ

・各病院において治験受入体"の整備
24年度:治験・臨床研究コーディネ→ ―(CRC)配置病院70病院、常勤203名は

0治 験の推進                               ^____― ――  ^^一 ―一―一一―――
・治験実施症例薇 24年度:4503例(●20年度●343例+3.1■)豪対20年A●昴以上
・難易度の高い治験を積極的に実施し、21～24年の承認薬の約5日の治験を実施

0理 化学研究所との連携・協力
理化学研究所が保有する薔魔先嗜医療技術を、日立病院機構において饉床応用を"た め、同研究所との間で墓ホ協定を締結(23年度)
細胞培養施設の整備等を行い、共同プロジエクトを開始(24年度)
高度先嬌目瞭技術の臨床導入等
臨床導入を進めるとともに、ホームページ等で公豪

職務発明の権利化の推遭
高度先靖医療技術の開発等を推進するために職務発明の権利化を推遭
(24年度は13件の発明が届けられ、9件の特許出■。特許出■を行つていた案件のうち、7件の特許権設定登録)
臨床研究、治職に係る倫理の連守
倫理審査委員会(全病院)、治験審査委員会(治験実施する全瘤院)を設置。■僣し、その書餞内書を公表

０

　

０

0



教育研修事業(その1) S(4.69)

【中期計画の軽要】

'を実施して良質な医師の育成を行う。
,図り、良質な医師を育成する。
!できる医師の育成について、日立病院機構全体で取り組む。

属芳皇曼警畠?理 た、す人ての菱成手は地域に開かれた公開講座を実施する.
I集し、良質な医師の青成と確保に努める:

・ プ ログラムの運用等に係る呼価を実施し、日立病院機構の特色を活かしたキャリアパス制度の充実を回り、良質な看餞師の育成と確保に努める。
・ 医 療関係職活を対象とした研修などについて更なる充実を図る。技術研修の実施体制を整備するとともに、ネットワークを活用しITを 用いた遺隔研修の充

実を図る。       .

1輛 轟 覇 静 鍬 島 :響搬
Ⅲ座等を開に 地域社釦こ貢献する軟青活動を難 す祝 当腋研究会等の開催ほ に'て 中

F目

翻

S(4.57) S(4.85) s(4166)._

【主な取組状況】

0■ の高い医師の育成
・機構の特色を活かした臨床研修プログラムに基づき、‐定水準の臨床能力を持ち患者の目線に立つた安全で良質な医療を提供せ る医師を青威

基幹型臨床研修指定病院 24年度:54病院、協力型臨床研修指定病院 24年度:118病院

後期研修医 21～24年度:延3,303名、日立病院機構専修医制度の修了認定者数 21～24年度:延304名
・臨床研修指導医に対する研修会を実施 21～24年度:■401名

°.1扁凛罰諄蟹電鵬踊認配ま専修馬良理
を対彙とし凛ぎ驚呂講種誌翼コ司旨

講積と組み
,わ
せて技術

0.り
=二 要

青威確 等の実
夢L発揮し、協働できるリーダーを育成する研修を実施

(24年度:医師18名、看饉師12名、事務職11名)

o童 童医n― 学との連携による鯵薇看霞師の青威
・高度な看護実践能力を有し、スキルミックスによるチーム医療を提供せ る看籠師を青成することを目的として、東京医療保健大学と連携

(プログラム等の作成、講師の派遣、実習の場を提供するなど、積極的な協力)
・23年度に第―期生が卒業、24年度は、厚生労働省の看餞師特定行■・業務試行事業の指定を受けた機構綱院において、同大学院看餞学研究科

の課程を修了した者が診療看護師(JNP)として活鳳 9

教育研修事業(その2) S(4.69)

【主な取組状況】

°
。1理 彗罰習理駆13男 軍島 ムの評価やそれに基づく見直し、地域の住民や高校生等を対象とした公開講座の開催などを継続的に実施

→隻昂湾努裏霜11積翻 翼霞謀Z審辞留目蟹萄否紫客格率で各年度の全国平均合格率を上回る成績

ly祓舅翻鋏難鍮辮1基郷器、
教育体制を充実(24年度は、看臓実践能力=1違魔状況に関するフ

・キヤリアパスに応じた看護師等への研修、専円研修機関への研修派遣などを継続的に実施
・専任教育師長の配置 24年度:99病院 (対20年度+54病院)、実習指導者の姜成(21～24年度:延1,053名)
・専門看饉師・認定看饉師の配置 24年度:114病院592名 〈対20年度+28病院+334名)

°
.翻 響 棚 雛 紺 鼻象縞 勧 J""畔 療法研椒 創-244魔 医師他剛 紳 、

輸血研修(21～24年度:医師他678名)

°.撃醜鶴辮 墓認識鯉詰辞2年度:延芍,“7名).

o.         の 整
請、た疑似臨床実習等を行うスキルアップラボを整備(24年度:02病院)

0地 城のE僚 繊事者を対彙とした研究会等
・地域の医療従事者を対象とした研究会等を実施し、EBMの 成果等を普及(24年度3,220件対20年度+98畔卜“.1■)豪対鵬眠+椰口■

・開催にあたつては、各病院において地域の研修ニーズの把握やアンケート調査による研修内容の諄薔・検肛時により内容を充実

10



総合的事項

A(3.85)

O

0

A(3.85)

【中期計回の概要】
O●別痢院ごとの総合的な検肛、改善等

個々の病院ごとに政策医療に係る機能、地域医療事情、経営状況等を総合的に検EIEし、その結果を公表するとともに、病床数の適性化を含め必要な措置を諄
じる。近隣に労災病院等がある場合は、個々の病院単位で日立病院機構の病院と労災病院の診療連携の構築を始め効率的な運営の可能性等について検肛を行う。
②エイズヘの取組推進

プロック拠点病院においては、HIV裁 判の和解に基づく被害者の原状回復に向けた医療の取組を着実に実施し、エイズ患者及びHIV感 染者の増加に適切に
対応できるよう、全科対応による診療等の総合的な診療、情報収集 ・提供など必要な取組を進めるとともに、必要な人的物的体制整備を計画的に進める。
後天性免夜不全席候群に関する特定感染症予防指針に基づき、引き続きエイズ医療拠点体制の充実に努めるほか、必要に応じて国立国際医療研究センター戸山

病院エイズ治療 ・研究開発センターとの連携を図る。
③口査研究機能の強化
臨床研究、治験、診療情報の分析を総合的に推進するため、本部に総合研究センターを設置し政策医療ネットワークを活用した口査研究・情報発信機能の強化

を図る。

【主な取組状況】
0● の々自院ごとの総合的な検肛

個々の病院ごとに政策医療に係る機能、地城E凛 事情、経営状況、病床数の適正化等について検証を実施し、公表
(24年3月に開催された第36回独立行取法人評価委員会目立病院部会で報告)
労災膚院との連携強化
。「目立病院・労災病院等の在り方を考える検討会報告書」(24年2月)を踏まえ、労働者健康福社機構との連携強化
“1111月)

医薬品、医療機器の共同購入(2年菫～)
両法人が主催する研修への相互多加(24年度:労働者健康福祉機構主催の7研修に69名、目立病院機構主催の97Fに 55名)
近隣に労災病院と日立病院がある場合には、患者のIE介・逆紹介や医師派遣等の砂療援助、リニアックの共同利用など診燎連携を推進

エイズヘの取組織遭
HⅣ裁判の和解に基づき整備されたプロック拠点病院は、全曰8プロックのうち4プロックで日立病院機構の病院が指定

・各病院において、全科対応による総合的嗽静療、臨床研究、人材育成の取組を推進
(各自院の主な取組)

名古屋医療センターに「エイズ治壼開発センターJ設置(21年度)、九州医療センターに「AIDS/HⅣ 総合治療センター」設置(22年度)
九州医療センターにHⅣに関する包括的医療・テーム医療を目的とした専門外来『コンバインドクリニックセンターJを開設(23年度)
プロック拠点病離 中心として、HⅣ感摯症を専門に撮う免疲感染症科だけでなく、HCVに 対応する消化書内科等、各科横断的に総合
的・包格的治彙を"た めの体||を整備(2年度)

・HⅣ感染症研修を目立国際医療研究センターと共同開催
0● 合研究セ"― の設置・遭営

。本部に総合研究センタ=を設置(22年度)し、同年DPC口奎用データ等摯療情薇の分析犠 行う『鰺療情報7~4バ ンク」を構築。臨床"価 格標の改薔のため、同
デーシミンクを活用し、全1“病院を対彙としてDPC・レセプトデータ等の計瀾・分析を実施し、結果等を公表。また、近隣瘤院との比較等多角的な観点での秒籠情報
分析も実歯し、結果を公表 11

A(400) A(4.00) A(3.83) A(414)

【主な取組状況】            ′

0本 部機能の強化
・機能強化を行いつつ職員削"(21～24年度:288名体"対 20年度△3名)※280名体‖
・業務監査豊薔(21年度)、総合研究センター(22年度)、病院医療機能委員会(23年度)、経営情報分析部門(24年度)を本部に設置

0内 部餞‖の強化、監事による病院の抜打監査、会針監壺人による全綱院の奥地監壺
・本部業務監査室・プロック事務所により、全病院を対まとした内部監査(書面監壺、実地監壼、臨時監査)を実施
・契約の適正化を回るため、本部及び各病院等に契約審査委員会を設置。また、本部に契約監視委員会を設置(21年度)
・各病院における新規採用職員研修時のコンプライアンス制度を周知徹底、法令連守状況の自主点検を実施(23年度～)
・全病院に対し会計監査人による監査を実施※全痢院

O効 率的・効果的な痢院職員の日置
・病院の地域医療連携=(24年度:138病院(対20年度+21病院))、医療安全管理室(24年度:全病院(対20年度●3病院))への専任職員の配置を推遭※全痢院

また、診療情報管理士をDPC対 ホ病院等へ重点配置
0全 職員への集績諄債
0日 本E薇 機能評価機構による痢院評価など、外部評価を推遺
。日本医療機能評価機構による病院評価受審痢院散 24年度:51病院(対20年度巧病院)
その他、日燎標準化機構の「IS09oolJ(24年度:5病院)、WHO・ュニセフの「赤ちゃんにやさしい病院J〈24年度:哺院)、「NPO法人事後臨床研修押価機構Jによる日
定(24年度:3病院)等を取得※日本匡療機籠評価機構等の病院諄価受書輌腕敗71■院以上 12

【中期計目】
①本部・プロック事務所による病院指導・支援機能の強化
・ 法 人の管理業務は原則本部が実施し、地方で実施した方が合理的かつ効率的な業務についてはプロック組織が分担するなどにより、病院業務の指導・支援業務を行
う。加えて、本部内の研究際の組織を見直し、臨床研究の総括、治験の推進、診療情報の分析を行う総合研究センター (仮称)を設置し、業務の充実と情報■lEを図る。
また、本部のIT推 進室をHOSPnetの 運用管理などを担う常段組織とし、業務 ・システムの最適化計画の検EE・評価についても引き続き実施することとする。

・ 機 構本部・プロック合計の職員数について、平成20年 度末の291名 から288名 へ見直しを行う。
・ 内 部統制の充実を図るため、本部内組織を見直し、内部監査、調達 (契約調査等)を 実施する組織の明確化と専任職員の配置を行う。

また、コンプライアンスの徹底を図るため、各組織における取組の強化を行うことや職員への周知、研修会の開催により職員の倫理観を高めていく.
②弾力的な組織の構築
・ サベての病院の地域医療連携室に専任職員を配置して体制を強化し、地域医療との連携への取組を強化する。  .
・ す べての病院の医療安全管理室に専任職員を配置 して、リスクマネジメン トヘの取組 を強化する。

③職員の集績評価等の適切な実施
職員が業務で発揮した能力、適性、― を適正に解価し、職員の給与に反映させるとともに業務逆行意欲の向上を図る業績評価制度について、当腋制度の適切な運用

を継続することにより定着を回り、併せて、人事制度への一月の活用を図ることにより、病院及び機構全体の能率的運営につなげる。
④監事監奎、外部監査等の充実
・ 毎 年全病院に対 し会計監査人による会計監査を実施する。
・ 契 約事務の適正性を担保す るため、監事と連携 して抜打監生を実施する。また、監事監査結果を活用するなど、内部監杢 において、監事機能 との更なる連携 を図る。
。 日 本医療機能屏価機構等の病院評価受審病院数を中期 目標の期間中に平成 20年 度末の 46病 院か ら73病 院以上にす



A(4.00)

業務運営の見直しや効率化による収支改善
(1)経 営憲日の向上 (2)業 務運営コストの節滅等 ①業務運営コストの節ロ

A(4.42) A(4.16) A(4.14)

°メ冒電留雲曇8糾 ぺ_ス24●麟∞5К対"年度■綱り金“―ス
°

.鵠 雪日:栞 霧 撃瞬朝詔調騒密謡黒[.串的等を回る一方で、日凛サービスの■の向上のために必要な人材確保は行いながら、人件費率と螢"費 率を合計した事を押鋼

24年魔:55』囁(対204魔 △1.■)

°
.翻 側 腸 群 制    (入紡 嗜の腫 し、耐 ‖ 0● 入り により動 鶴 抑 憫

O・
師 離 尉 濃 認 舗 ホヽ鳳 “ 綿 悧=紳 薔 a■ 会を饉 し.動 の輸 鮨 等の理 を,つた韓 、鮮 度におぃ 腱 勁 僣 け 目を

・耳昌是賞1の 掛 」―“ 札・…■●●l=目するま薔方鮒 ●J●叶 威Om、
酬 “3の 椰減を遭威豪対罐 ヨ叫 ■     130-艘 宙■費く人件費除く)は、1596以上"減  ・ 2碑 度は450百万円で対20年農

S(4.85) S(4.57) S(4.66

【主な取組状況】

.852件(対20年度+11,754112‖"

.電:雰奎凛:呂撃饉昌蟹3贅弓畠嘉品軒            取
組を実施

?・         群 由 9病院"5床、24由 IIn院詭がぎ

°
.稀 舘 編 塾 話 離 2闘 縫籠 治体、学校法A40t向 を確目するなど.病院機,

13認 留属層房三栞計n..12H口 ■決Dに 基づま 廃上した病院

跡地について適切に日庫軸付を実施

°
:桑蔑嘉奪景嵩蹴 器轟IL獣棚 即雑盤圏 鷲蟹撃震l撤 回誡績絡年電H7‐詢合二率を上国る顔

O rr化の推遺

:皇駆彬鮮五3辮 監 7■織留更“副 F%輩 冊 僻 .。5膚開豪全●H

24年 度 :0"(対 20年凛+1.51)※饉 ベース・lm(日 入金錮ベース●1")以 上

0

購 鰹 饉 潔 響 鵜 i観 鐵
走翼絆t榔 籠 職 錆∬ 守

劫 '`… の"噺 … … な醸の申

に目する●員の自主的取=を 奨励し、より効率的な彙轟運営に向けた■員の改薔颯承の向上を目る。

°

l11:li31111:111し 計 脚 解 計      On得
推ユ

°
踊 坐 翻 lβ 堆肇輩じ燿Hlち 自舶 な取颯を彙鳳 腑瓢 2年 山 田■饒“ 244●●L

・馴 漁 曽研俸、鰺凛●HHI化 研俸などの実施。また、D● 颯■改定に伴う担当■H明 会盤

施し■魔改正に適切に対応°
i難辱 覇 難 縣 蠅 鱗 罵 :T樹 20  薔 鋼m 2211_23  24..

(24年度の日籠単位をベースに算出)

業務運営の見直しや効率化による収支改善
(2)業 務運営コストの節滅等 ②医療資源の有効活用

【中期計日の概要】
①医療資源の有効活用
・ 既 に整備済の医療機器等については、その効率的な使用に努め、稼働率の向上を図るとともに、他の医療機関との共同利用を推進し、平成20年 度に比し、

中期目標の期間中に、CT、 MRIの 高額医療機器の共同利用数について10%以 上の増加を目指す。 ※  平 成20年 度実績 総 件数 56,098件

・
ま蜘 遺言3鍮 稟r震最沼講薫難議鱗燿競講議壁苫募言看「

り収支の改割こ努める。
・ 閉 校した看重師等姜成所等の資産について、医療機関としての機鮨の維持 ・向上及び財政基盤の安定化など有効活用に努める。

。 中 期目標の期間中の日立病院機構附属姜成所卒業生の日立病院機構の病院への韓職率を高めるとともに、各年ごとに全ての附属姜成所において当餃年度の日

家試験の全国平均合格率を超える合格率を目指す。
・ 全 病院共通の財務会計システムにより、部門別決算や月次決算を行うとともに、各病院の経営状況の比較等病院の財務状況を分析し経営改善を進める。

また、財務会計システムを活用し、政策医療の実施にかかるコスト分析を行うとともに、適正なコストの把握に努める.

なお、医事会計システムを更新する際には標準化 (目立病― 内での共通仕様〕されたシステムの導入を図り、中期目標の期間中に全病院が標準化される

よう努める。

OC丁 、MRIに 係る稼働数、共同利用数について
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業務運営の見直しや効率化による収支改善
(2)業務運営コストの節滅等③収入の確保 A(4.00)

A(4.00)        A(4.00)        A(4.00)        A(4.00)

【中期計回の概要】
①収入の確保
・ ホ 収金対策の徹底

医業未収金について、新規発生防止の取組を一層推進し、法的手段の実施等によりその回収に努めることで、平成20年 度に比して医業未収金比率の低減を
図る。※平成20年 度 医 業未収金比率 0.11%

・ 摯 療報酬請求業務の改善
医事業務研修の実施による職員の能力向上及び院内でのレセプト点検体制の確立等により適切な請求業務の実施に取り組む。

・ 臨 床研究業務
厚生労働科学研究費補助金等の外部の競争的研究費の獲得に努め、中期目標の期間中において、更なる研究を推進するとともに、通正な評価を行い研究の効
率化に努める。

【主な取組状況】

0未 収金発生を未然に防止するための取組の徹底等
・医業未収金比率 24年度:0.05%(対20年度 △0.00り※ol:味満
・70歳未満の患者を対象とする高額療養費の現物給付化や、事務担当者、看護師、医療ソーシャル
ワーカー等の組織的な連携協力による未収金の発生を未然に防止する取組等の推進

・医業未収金比率の高い病院への個別指導の実施

0診 療報酬請求業務の改善の取組
。 医事業務研修や病院経営研修、診療報酬適正化研修(24年度)など各種研修を実施し、
経営力を向上

施し、制度改正に適切に対応
ックできるよう、チェックシートを本部で作成

こ行われているか、委託業者とは別の業者による

0臨 床研究に係る外部研究資金の獲得
・競争的資金に係る研究内容や応募に係る情報を入手し、本部から病院に情報提供等を実施

(24年度:競争的資金24.3億)
・144病院のネットワークを活用した受託研究を実施(24年度:48.9億)

0チ ェック社“しtフ ト

前日 とlt Rなる歌詢を鷹囚とした人院ではないのか、lヶ 日で

D 急 性nSで の人院かtr.かの"断 ミス

(21年度～)。

点検を実施(24年度)

経営の改善

【中期計画の概要】
経営の改善
部門別決算や月次決算を行うとともに、各病院の経営状況の比較等病院の財務状況を分析することにより経営改善を進め、中期目標期間の国立病院機構全体にお

ける各年度の損益計算において、経常収支率を100%以 上とすることを目指す。
再生プラン対象病院について平成22年 度末の経営改善計画の達成状況を踏まえ、診療機能・病床規模の見直しなど必要な措置を諄じるとともに、個別病院の経

営改善に引き続き取り組む。

S(5,00) S(5.00) S(5.00) S(5.00)

【主な取組状況】
0儀 続的な経営改善の取蘊
・職員の適正配置や平均在院日数の短縮等により診療報酬に係る上位基準の取得を推進するとともに、新規患者の増加等の経営改善を実施した結
果、各年度でほぼ105%以上の高い経常収支率を維持(24年度:105.8%)※各年度の軽常収支率1鰯以上

0個 別病院毎の経営改善計画の策定口指導
・個別病院毎の経営改善計画を策定するとともに、本部役員と病院長等との経営改善に関する意見交換、専属チームによる個別訪間やヒアリング等を
実施し、対象病院の経営指導を推進
1)再生プラン

20～22年度の3ヶ年で、58病院を対象として実施 → 改善目標額を達成した病院は30病 院
2)リスタートプラン

24～26年度の3ヶ年で、24病院を対象とした経営改善計画(リスタートプラン)を実施
:10病院 → 24年度決算で赤字となつた4病院を加え、25年度は18病院を対象に実施

子 情 件 餞 入院壼書・外来轟書1人1日当たリス鵬じ壼収整

|●1円



【中期計日の概要】
①固定負債割合の改善
各病院の機能の維持・向上を回りつつ、経営の改善が図られる投資をI「●的に行うとともに、日立病院機語の固定負債 (長期借入金の残高)を減少させる。
そのため、個々 の病院における建物や大型医療機器の投資に当たっては、長期借入金等の償還朧実性年を確保するとともに、一定の自己安全を用意することを

原則とする。
②医療機署・建物整備に目する計口    :
中期目標の期間中に整備する医療機器 ・建物整備に関する計画 ※ 医療機器整備 :1, 130億 円、建物整備 :2, 240億 円、計 :3,370億 円

③機構が承継する債務の償還
国立病院機構全体として収支相債を維持しつつ、借入金の元利債選を確実に行う。

④剰余金の使途
決算において剰余を生じた場合は、将来の投資 (病院建物の整備 。藝繕、医療機器年の購入等)及 び借入金の償還に充てる。         1

【主な取組状況】

0効 率的な投資
・建築単価の見直しによる建築コストの引き下げ等により、整備を効率化
・内部資金を活用し、病院に対し償還期間の短い貸付設定や償遺方法の多様化を行い、病院が投資内害に見合つた償遺期間等を選択しやすいもの

とし、金利負担を軽減等を実施

0長 期借入金残高の縮減
. 21Ei|fi.114,57 sil Fl (fr 2o+E A 1,392fr H. 4233r) *tH* x*sil^iriltnm+i!1 FiElt

0日 凛楓器・ る計日  0機 構が承継する債務の慣遭

( うちm e 2 1 0 ●円豪会計二準“0 1 彙

"341=薔 費交付金00'日 (執行
m● 2億円に■ てヽは、EE0

17

【主な取組状況】°
犠漏麗静欄瀦ね離躙諄計ぷ鴎,応せる

O技 籠職の離膚後の不相充・綿の
服:卿聟甥馴田鵬:製覇]鷺脚 鵬 "囃

0有 なな人射青威や籠力■締 ための職員H● I「■の策定・見直し         _
・目立病院機構本部研修委員会により総合■整を行い、研修計目を策定.■■環境や目彙を

取り巻く状況め変化に柔軟に対応するため。必要に応じて見直し

0障 害者雇用の推遭
・機構全体で法定雇用率を上回る雇用率

0医 師・■Em保 対燎の権遣
・医師の知臓・技術の向上とキャリア形成支援を目的とした様 な々研修(前述)、看饉学生を対彙と
した奨学金制度の充実など魅力ある職場環境の整備を回りつつ、各種広報活動等を実施

0積 饉的な広颯・― 信
・研修医・専修医向けの情報誌「NHO NEW WAVEJ等 の発行(21年魔～)やホームページを活用した発行
・新型インフルエンザの流行状況や東日本大震災の発生時における医療班等の活動状況をホームページに掲載、日時更新
。この他、日立痢院機構の臨床評価指椰の公表など、機構の業務から得られた成果を積極的に情報発信

7Д"●円

6m●●円

sp"●円

4口"●円

3pll●円

"円

tOII●円

●●円

固定負債残高の推移

H2o+t Hx+e H22+l H8+t H21+t

人事に関する計 ・広報に関する事項

A(4,00)_……_1,_A,(■ 9Q)……. …  …へ(4.09)_ 、_、Ⅲ,一=‐小(■152_tル̀_……

【中期計画の概要】
①人事に関する計画
・ 方 針

医療従事者数については、医療を取り巻く状況の変化に応じて柔軟に対応する。特に、医師 ・看餞師不足に対する確保対策を推進するとともに離職防止や

復職支援の対策を講じる。
良質な人材の確保及び有効活用を図うため、人事口整会出を行うほか、人材の青成や能力開発のための研修を実施するとともに、障害者雇用の取扱について

も推進する。
・ 指 標

中期目標の期間中においては、

人の純減を図る。

②広報に関する事項
目立病院機構及び各病院の使命、

安全で良質な医療の提供に支障が生じないよう道正な人員配置に努める。特に,技 能職については中期目標の期間中に710

果たしている役割 ・業務等について、広く国民の理解が得られるように、積極的な広報 ・情報発信に努める。

NHOE
キ 置 h

v d“

18



資料 1-2
1.中 期 目標期間(平成 21年 度～平成 24年 度)の業務実績について

(1)評 価の視点

独立行政法人国立病院機構は、国立病院 ・療養所 (国立高度専門医療センター及びハン

セン病療養所を除く6)の 業務を承継して平成 16年 4月 に新たに独立行政法人として発

足したものである。

本評価は、平成 21年 2月 に厚生労働大臣が定めた中期目標 (平成 21年 度～ 25年 度)

全体の業務実績について評価を行 うものであり、評価結果を次期中期目標等へ反映させる

観点から、中期 目標期間の最終年度に暫定的に実施するものである。

当委員会では、 「厚生労働省所管独立行政法人の業務実績に関する評価の基準」等に基

づき、平成 24年 度までの業務実績の評価において示 した課題等のほか、総務省政策評

価 ・独立行政法人評価委員会から示された 「独立行政法人の業務の実績に関する評価の視

点」 (平成 21年 3月 30日 同委員会。以下 「政 ・独委の評価の視点」とい う。)等 も踏

まえ、暫定評価を実施した。

(2)中 期目標期間の業務実績全般の評価

当委員会においては、国立病院機構が独立行政法人として発足して以来、業務により得

られた成果が、 「医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに技術者の研修等の業務を

行 うことにより、国民の健康に重大な影響のある疾病に関する医療その他の医療であつて、

国の医療政策として国立病院機構が担 うべきものの向上を図り、もつて公衆衛生の向上及

び増進に寄与する」という国立病院機構の設立目的に照らし、公衆衛生の向上及び増進に

どの程度寄与するものであったか、効率性、有効性等の観点から、適正に業務を実施 した

かなどの視点に立って評価を行つてきたところであるが、中期目標期間全般については、

次のとお り、独法化のねらいや期待に応え、医療 ・経営の両面において中期目標の水準に

対し、大きな成果を上げているものと評価できる。

まず、診療事業では、地域連携クリティカルパスの実施や紹介率 。逆紹介率の着実な向

上、地域医療支援病院の増加など、地域医療への取組を一層強化し地域医療に大きく貢献

しているほか、質の高い医療を提供するため、医療の標準化の推進や臨床評価指標の改善

と公表になどに取り組んでいる。また、重症心身障害や筋ジス トロフィー、結核などの政

策医療にも着実に取 り組んでおり、セーフティーネットとしての重要な役割を果たした=

臨床研究事業では、国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究活動やEBM(根

拠に基づく医療)の 推進に向けた取組が順調に進捗 したほか、質の高い治験の推進に向け

た取組も実績をあげている。

教育研修事業では、高度な看護実践能力を持ちスキル ミックスによリチーム医療を提供

していくことのできる看護師を養成することを目的として、平成 22年 4月 に開設された

東京医療保健大学と同大学院が行 う看護教育に対し、国立病院機構 として、機構病院での

実習の場を提供 し積極的な協力を行った。また、各領域の専門性に秀でた指導医による実

地研修 として 「良質な医師を育てる研修」の充実を図るなど、医師のキャリア形成を支援

する体制整備も着実に取り組んでいる。

業務運営の効率化と収支改善に向けた取組については、中期目標に掲げる経常収支に係
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る目標を4期 連続して達成 した。こうした全体としての大きな成果は、本部と病院の的確

な努力の結果であると高く評価する。

今後 とも、患者の目線に立った良質な医療 と健全な経営とのバランスがとれた一層の取

組を期待 したい。

こうした第 2期 中期目標期間における4年 間の成果を踏まえると、世界に冠たる日本

の医療システムにおいて、 144の 全国的な病院ネットワークを活かして国の政策医療

として担 うべき医療等を提供している国立病院機構が果たしてきた役割は極めて大きく

意義深い。 しかし、国立病院機構が今後 とも引き続きその役割を担つていくためには、

患者の目線に立った良質な医療 と健全な経営 とのバランスに配意することはもとより、

医療技術の発展や新たな疾病への対応などの社会的要請に即時かつ的確に対応できるよ

う病院機能の拡充に向けた不断の見直しを自発的に行っていくことを求めたい。なお(

その見直しに当たつては、当然のことながら国立病院機構が果たすことが期待される責

任は今後一層増 していくことが想定されることから、長期的に安定的な運営が確保でき

る十分な見通しを持つた上で実施されるべきであることに留意されたい。

中期 目標に沿つた具体的な評価結果の概要については、2の とお りである。個別項目に

関する評価資料については、別紙として添付 した。

2.具 体的な評価内容

(1)診 療事業

① 患 者の目線に立った医療の提供

平成 16年 度より実施 している患者満足度調査については、ネガティブクエスチョ

ンによる患者意識の明確化に努め、総合評価をはじめ、主要な項目で引き続き高い平

均値を維持しており、患者満足度向上に向けた継続的な取組を評価する。

セカンドオピニオン制度については、窓口を開設した病院数が平成 20年 度に比し

12病 院増加 (平成 24年 度 141病 院)し 充実が図られているが、平成 24年 3月

に実施 したセカンドオピニオン制度の充実に向けた取組等についての調査結果等を

踏まえ、引き続き、患者の理解や満足度の向上に努めてもらいたい。

この他、医療ソーシャルワーカーの増員、院内助産所や助産師外来の開設、土日外

来の実施など地域・患者・家族のニーズに合つた取組を着実に進めていること、また、

全患者への 「個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書」の発行について、正当な理

由がある病院を除いた141病 院全てで対応していることを評価する。

これらの取組は、患者自身が医療の内容を理解し、治療の選択を自己決定できるこ

とに資する取組であり評価する。1

② 安 心 ・安全な医療の提供

医療倫理の確立については、医療相談窓回の個室化、患者プライバシーに配慮した

外来ブースの整備、病棟面談室の増設を推進した。また、適切なカルテ開示による診

療情報の提供、インフォームド・コンセント推進への取組等を行うとともに、全ての

病院に倫理審査委員会を設置し、審議内容についても、ホ=ム ページ上で掲示するな

ど、外部への公開を行っている。

医療安全対策については、平成22年 度から標準化を図ることを目的に病院間で相

互チェックを実施する体制を整備し、平成24年 度に 「病院間における医療安全相互

チェック実施要綱」を作成した。また、医療安全対策の情報発信として、引き続き報

告された事故事例等から作成した 「医療安全白書」の公表や 「警鐘的事例」を共有す

るとともに、院内感染防止対策チームの設置や感染管理を専門分野とする認定看護師

を配置するなど、各病院の医療安全対策を推進する取組を評価する。この他、人工呼

吸器の機種の標準化については、各病院においてリスク管理等を考慮した上で適切な

機種を選定するための基本7要件を定め、病院の実情に応じた標準化を推進するなど

の取組を進めるとともに、使用医薬品の標準イヒも着実に進展している。

こうした取組は、国立病院機構内部はもとより日本全体の医療倫理、医療安全対策

の向上への貢献も期待され、安心 。安全な医療の提供に資するものとして評価する。

③ 質 の高い医療の提供

クリテイカルパスについては、実施件数が平成 20年 度に比し17,4%(平 成 2

4年度286, 226件 )増 加し中期計画に掲げた目標を既に達成しているものの、

引き続き各病院等でその普及、改善に取り組んでいることを高く評価する。また、病

院から在宅医療まで一
貫した地域連携による医療を実践するため、地域連携クリティ

カルパスを実施する病院数も着実に増カロしている。こうしたクリティカルパス及び地

域連携クリティカルパスの取組は、患者にとってわかりやすい医療の提供や医療の標

準化に向けた取組として評価する。

EBM推 進に向けた取組については、臨床評価指標の充実を図るため、平成22年

度に構築した 「診療情報データバンク」により全 144病 院を対象としてDPC・ レ

セプ トデータを用いて70指 標を確定し、国立病院以外の他の医療機関でも同様な指

標を作成できるよう、計測マニュアルとともに公表するなど、日本の医療の標準化及

び医療の質向上に貢献する取組として高く評価する。

またt厚 生労働省の 「医療の質の評価・公表等推進事業」を平成22年 度から実施

しており、DPC対 象病院の平成23年 度の12ケ 月分のデータを収集 ・計測し、病

院毎の数値を載せた算出結果の報告を平成24年 度に公表している。

長期療養者をはじめとする患者のQOL(生 活の質)の 向上に向けた取組にっいて

は、療養介助職の増員による日常生活のケアに関する介助サービス提供体制の強ィヒや

重症心身障害、筋ジストロフィニ病棟などの老朽化した病棟の整備、単調になりがち

な長期療養生活のアクセントとなるよう季節行事の開催や食事の提供に係るサービ
ス向上といった病院職員の発意による取組を評価する。

また、チーム医療の推進のための研修等、質の高い医療の提供に向けた取組を評価

する。

④ 個 別病院に期待される機能の発揮
「地域医療べの貢献」については、地域連携クリティカルパスの実施、地域医療再

生計画への参加や地域医療支援病院の増加等により、地域の医療機関との連携につい
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て一層の強化 ・推進を図るとともに、4疾病 5事 業を積極的に実施 し各都道府県の地

域医療計画に貢献している。また、紹介率 ・逆紹介率については平成 20年 度に比し

紹介率で7.7ポ イン ト(平成 24年 度 61.6%)、 逆紹介率で6.7ポ イン ト(平

成 24年 度49.4%)増 加し中期計画に掲げる日標を達成しているなど着実な取組

を評価する。

小児救急を含む救急医療については、平成 20年 度に比し救急受診後の入院患者数

で8.3%(平 成 24年 度 161,419件 )、救急車による受入数で 15.4%(平

成 24年 度 154, 563件 )増 加 しており中期計画に掲げる目標を達成 しており、

地域の救急医療体制の中での国立病院機構 としての役割を適切に果たしていること

を評価する。

また、 「政策医療の適切な実施」については、結核や精神科医療をはじめ適切に実

施されているが、とりわけ、 「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行つた者の医療

及び観察等に関する法律」 (平成 15年 法律第 110号 。以下 「̀い神喪失者等医療観

察法」という。)に 基づく指定入院医療機関について国立病院機構が全国の病床数の

約 6割 を占めるなど、職員の確保等様々な課題を乗 り越え、政策医療のセーフティー

ネットとしての重要な役割を果たし国の政策に大きく貢献 していることを高く評価

する。

この他、新型インフルエンザ発生時の対応として、全国8カ 所の検疫所及び停留施

設に医師や看護師を派遣したことや、東 日本大震災全の対応 として、災害医療ヤンタ
ーがDMAT事 務局として全国のDMAT約 340班 の急性期医療活動全体を指揮

するとともに、国立病院機構病院からも35班 のDMATが 出動 し急性期の トリアー

ジや広域搬送等を実施 したこと、切れ目のない医療班派遣により避難所で巡回診療等

を実施したこと、厚生労働省の要請に基づき、原子力災害直後から放射線被曝のスク

リーニングを行 うチァムを派遣し被曝スクリーニングを実施 したこと、心のケアチー

ムを派遣し、被災者に対するメンタルヘルスケア等を実施したこと、また、復興支援
の取組として、東京電力福島第一

原子力発電所事故に伴 う警戒区域内への住民の一時

立入りの際に医療班を派遣し、中継基地での医療ニーズに対応したことなど、国家の

危機管理への多大なる貢献を高く評価する。

(2)臨 床研究事業

EBM推 進のためのエビデンスづくりについては、引き続き国立病院機構のネットワー

クを活用した大規模臨床研究を推進しており、各課題で順調に症例が集積されるとともに

学会発表や論文投稿などの成果発表を行つた。今後も具体的成果の情報発信を期待する。

また、新型インフルエンザ (H5Nl)ワ クチンに関する研究を行い、国のワクチン備蓄

決定に不可欠な情報収集を実施するなど、ワクチンに係る有効性 。安全性の情報収集で重

要な役割を果たしたことを高く評価する。

質の高い治験の推進については、 「新たな治験活性化 5ヵ 年計画」において国立病院機

構本部が中核病院、5病 院が拠点医療機関として選定され、我が国の治験実施体制確立に

貢献し、治験 。臨床研究コーディネーター (CRC)の 増員や入院治験をはじめとした難

易度の高い治験を積極的に実施 し平成 21～ 24年 度の承認医薬品の約 5割 の治験に国

立病院機構が関わるなど、ドラッグラグ解消に向けた治験の推進を行つた。また、治験の

実施症例数について平成 20年 度に比し8.0%(平 成 24年 度 4,593例 )増 加 して

お り中期計画に掲げる目標を達成 していることを高く評価する。

医師主導治験として、糖尿病腎症進展阻止のための抗血小板薬の有用性試験等を継続的

に実施 している。

さらに、独立行政法人理化学研究所との 「包括的な連携 ・協力の推進に関する基本協定」

に基づき、NKT細 胞を活性化する肺がん細胞治療の開発についての臨床研究を開始 した。
これらの取組を踏まえ、平成 24年 度に国際水準の臨床研究や医師主導治験の中心的な

役割を担 う臨床研究中核病院整備事業に、国立病院機構を代表して名古屋医療センターが

申請し、平成 25年 4月 に選定されたことから、今後、国立病院機構のネットワークを活

かした臨床研究の実施、支援体制の整備が行われることを期待する。
この他、高度先端医療技術については、平成 24年 度までに先進医療技術延べ 51項 目

について実施しその実績を公表するとともに、職務発明においては、平成 24年 度までに

45件 の特許の出願等を行つた。

こうした国立病院機構のネットワークを活か した臨床研究や治験の推進は、日本の医療
の向上への貢献が期待される分野であり、国立病院機構のこれまでの実績を高く評価する

とともに、今後とも積極的、継続的な取組を期待したい。

(3)教 育研修事業

国立病院機構においては、医師の臨床研修、看護師等養成などに積極的に取り組んでい

ることが認められる。特に、高度な看護実践能力を持ち、スキルミックスによリチ‐ム医

療を提供 していくことのできる看護師を養成するため、平成 22年 4月 に開設 した東京医

療保健大学看護学部と大学院看護学研究科において、国立病院機構の医療現場を最大限活

用した教育を行ってお り、大学院の高度実践看護コース (クリティカル領域)で は、クリ

ティカル領域における 「診療看護師 (JNP)」 の育成に取り組み、迅速かつ的確な臨床

診断や高度な専門技術に基づいた看護を実践する能力を修得するため「救命救急センター

臨床研修プログラム」を作成し、医師が臨床教授として指導することとし、チーム医療の

推進に貢献している。

また、平成 23年 度から厚生労働省の 「看護師特定行為 ・業務試行事業」に参加するた

めの準備を進め、平成 24年 度において、lo病 院 14名 が実施施設 として厚生労働省の

指定を受け活動していることを先進的な取組 として高く評価するとともに、今後の取組に

期待 したい。

医師のキヤリアパス制度については、初期臨床研修終了後の専門領域の研修制度である

後期臨床研修制度(専修医制度)の先進的な取組を評価する。また、本制度をより良いも
のとするために、最新の海外医療情報を得る機会の提供、さらには、全人的な医療を推進
できる医師育成のため、国立病院機構のネットワークを活用した各領域の専門性に秀でた

指導医による実地研修である 「良質な医師を育てる研修」を開催し、更なる充実を図ると
ともに、大学との連携により国立病院機構病院内に連携大学院を設置し、所属医師が診療
しながら研究キャリアを積めるよう指導するなど医師のキャリアパる制度の確立に向け
た取組を評価するとともに、今後の積極的な取組を期待する。



看護師のキャリアパス制度については、専任の教育担当師長の配置、研究休職制度や全

国統一の研修ガイ ドラインの運用などの様々な施策や、附属看護学校の全国平均を大きく

上回る高い看護師国家試験合格率について高く評価する。

地域医療への貢献として、地域の医療従事者を対象とした研究会や坤域住民を対象 とし

た公開講座等を積極的に実施 し、平成 20年 度に比し44.1%(平 成 24年 度 3,22

6件 )増 加 し中期計画に掲げる目標を上回る実績をあげていることを高く評価する。

(4)総 合的事項

個別病院ごとの総合的な検証については、個々の病院ごとに政策医療に係る機能、地域

医療事情、経営状況や病床数の適正化等について総合的な検証を実施し、当委員会で報告

するとともに、その結果を公表したことを評価する。また、厚生労働省の 「国立病院 ・労

災病院等の在り方を考える検討会」報告書で労災病院との連携の強化が提言されたことを

受けて、医薬品や医療機器の共同購入を実施するとともに、両法人が主催する研修べの相

互参加を実施し連携を強化していることを評価する。

エイズヘの取組については、全国 8ブ ロックのうち4ブ ロックの拠点病院に国立病院機

構の病院が指定されており、エイズ医療拠点体制の充実に努めており、引き続きプロック

拠点病院を中心として、総合的 ・包括的治療を行 うための体制を強化するとともに、エイ

ズ医療の均てん化等を目的とした研修 ・会議を実施するなど積極的な取組を評価する。

また、各病院の診療情報を分析し医療の質向上を支援するため、総合研究センターに診

療情報分析部を設置し、診療情報データベースからDPC・ レセプ トデータを基に、地域

における各病院の役割・機能等を可視化するSWOT分 析等の多角的分析を実施するなど、

国立病院機構のネットワークを活用した診療情報の収集 ・分析を実施しており、医療の質

の向上と均てん化につながるエビデンスを集積することにより、今後の事が国における医

療政策への二層の貢献に期待したい。

(5)効 率的な業務運営体制の確立

本部機能の強化については、平成21年 度に内部監査を担当する専任職員を配置した

「業務監査室」を新設し、内部統制の充実を図つた。また、平成22年 度に臨床研究の総

括、治験の推進、診療情報分析 ・情報発信を行う 「総合研究センター」を新設して病院支

援業務の強化を行い、さらに平成24年 度に 「経営情報分析部門」を設置し病院の経営情

報分析機能の強化を行つた。

効率的な管理組織体制については、本部とプロック事務所との役割分担を明確にし、そ

れぞれの機能強化を進めながらも、平成21年 度までに削減してきた職員数を維持したま

ま業務運営を行うなど、効率的な業務運営体制を確立している。

また、非常勤職員やアウトソニシングを活用し適切な職員配置に努める一方、地域医療

連携部門の体制強化として、平成24年 度までに138病 院の地域医療連携室に専任の職

員を配置した。また、医療安全管理部門の強化として、平成23年 度までに全ての病院の

医療安全管理室に専任の職員を配置し中期計画の自標を達成したことを評価する。

技能職の削減については、日標を上回る実績を引き続き上げているが、業務の質が低下

しないよう西己慮を求めたい。

全職員への業績評価制度については、引き続き全職員を対象に行つており、賞与に反映

するなどの取組を評価する。

この他、コンプライアンスを徹底し、国立病院機構の契約に関しても「契約監視委員会」

による点検。見直しの実施など、独立行政法人としてより透明性と競争性の高い契約の実

施に取り組むとともに、監事と連携した病院の抜打監査のほか、全病院に対し、毎年、会

計酵杏人による会計監査を実施していることを評価する。

再編成業務については、平成25年 度に統合を予定していた善通寺病院と香川小児病眸
の統合を平成25年 5月 に実施し、国から引き継いだ再編成を全て終了したち

(6)業 務運営の見直しや効率化による収支改善

① 経 営意識の向上、業務運営コストの節減等

各病院の機能。規模による病院の運営方針に応じた職員の適正配置を行うこと等に

より、診療報酬上の上位基準の取得を推進するとともに、材料費等のコネト抑制に努

めた結果、各年度において、100%以 上の経常収支率を達成したことを評価する。

さらに、本部で実施している医薬品の共同入札や、国立病院機構のスケールメリッ

トを活かした業務運営コストの節減に取り組んでいる。

後発医薬品の利用については、平成24年 度において数量ベースで30.5%と 中

期計画に掲げた日標値を上回つているものの、金額ベースでは9.8%と 中期計画に

掲げた目標を下回つているため、患者負担の軽減や医療保険財政の改善の観点から、

今後も継続した取組を期待する。                ´
一般管理費の節減については、平成24年 度において平成 20年 度に比し38.

5%削 減し中期目標に掲げる日標を達成していることを評価する。

こうした各方面での努力が、 (7)に 記すような大きな収支改善に繋がつたもので

あり、コスト節減については全体として評価する。

② 医 療資源の有効活用

医療機器の共同利用については、積極的な広報活動による他の医療機関との共同利

用の促進や、稼働実績の高い病院の取組を共有する等の努力により、平成20年 度に

比し21.0%(平 成24年 度67,852件 )増 加し中期計画に掲げる日標を達成

していることを評価する。

IT化 の推進については、各病院に導入している財務会計システム等のITシ ステ

ムを平成21年 度に,斉 更新した。また、医事会計シネテムの標準化を推進し、平成

24年 度末時点で105病 院が実稼働していることは評価するが、今後とも全病院で

の標準化に向けた取組を期待する。

③ 収 入の確保

医業未収金の発生防止や徴収の改善については、70歳 未満の患者を対象とする高

額療養費の現物給付化や、事務担当者、看護師、医療ソーシャルワーカニ等の組織的

な連携協力によって医業未収金の発生を未然に防上する取組等を推進するとともに、

医業未収金比率の高い病院への個別指導を実施した結果、医業未収金比率は平成 20

‐6‐
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年度に比 し0.06%(平 成 24年 度 0.o5%)の 削減 となり、中期計画に掲げる

目標を達成していることを評価する。

診療報酬請求業務の改善については、引き続き医事業務研修などの各種研修を実施

し、職員の経営力の向上に努めるとともに、委託業者が作成 したレセプ トを職員がチ
ェックできるよう、本部でチェックシー トを作成し、研修を実施した。

さらに、委託業者による診療報酬請求事務が適切に行われているか、委託業者とは

別の業者による点検を実施した。

競争的研究費の獲得については、研究内容や応募に係る情報を本部から病院に情報

提供を行 う、144病 院のネ ットワークを活用した受託研究を実施するなど、競争的

資金の獲得に努めている。

(7)経 営の改善

(6)に 記したような収支改善に向けた努力により、中期目標に掲げる目標値である各

年度の損益計算において、経常収支率 100%以 上を達成した。

こうした結果は、本部と病院の的確な努力の結果であると高く評価する。

個別病院毎に視点を向けても、平成 19年 度末に策定した経営改善計画 (再生プラン)
の実施により、30病 院において改善目標を達成 したことや赤字病院数の減少など着実な

経営改善を高く評価する。他方、再生プラン終了後の経営改善の取組として、平成 23年

度決算において減価償却前収支が赤字等となっている病院を対象に、病院改革による経営
の再建、改善を図ることを目的とした 「機構病院リスター トプラン」を策定した取組を評

価するとともに、その計画目標達成に向けた更なる努力を今後も注視していきたい。

(8)固 定負債割合の改善

国立病院機構発足時に承継 した国時代の膨大な負債 (平成 16年 度期首 :7,605億

円)と 老朽化 した病院を数多く抱えながらの経営の中で、建築単価の見直しをはじめとし

た様々な経営努力により、約定どお りの償還を確実に行つた結果、毎年着実に固定負債を

減少させ、第二期中期計画開始直前の平成 20年 度末の固定負債 (5,971億 円)を 4

年間で 1, 392億 円 (23.3%)肖 J減したことを高く評価する。
一方、耐用年数を越える老朽建物が多く存在 しているため、患者の療養環境の改善の観

点から、計画的に投資を行い、建物整備を進めていくことが今後の課題である。

(9)そ の他の業務運営等に関する事項 ―′

人事に関する計画について技能職の削減に着実に取り組み、平成 24年 度までに累計で

788名 を削減し、中期計画に掲げる目標を達成 したことを評価する。また、患者QOL
の向上のための療養介助職の増員に努めてお り、今後も介護必要度に応じた療養介助職の

適切な配置を期待する。

医師確保対策については、平成 21年 度から 「人材育成キャリア支援室」を設置し、研

修医と専修医の研修内容の充実を図るとともに、医師向けパンフレットの大学等関係機関
への配布や研修医 ・専修医向け情報誌を発行、また、平成 22年 度から 「医師キャリアに

関する検討会」を設置し、医師のキャリアに関する課題の抽出や具体的方策等の検討を行

うなど様々な取組を評価する。

障害者雇用については、業務の委託範囲や業務分担の見直し等により平成 24年 度の雇

用率は2.14%と なり法定雇用率 (常勤労働者に対して2.1%)を 達成している努力

を評価する。                                ・

広報に関する事項として、国立病院機構のパンフレットのホームページヘの記載や地域
医療機関等に対する積極的な配布に加え、新型インフルエンザの発生状況や東日本大震災
での支援活動の状況をホームページで随時更新したこと、国立病院機構の経営評価指標の

公表など、国立病院機構の業務から得られた成果を積極的に情報発信したことを評価する。
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中 期 日 機 中 期 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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中 期 目 凛 中 期 計 ■ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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の評価
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中 調 目 凛 中 ■ I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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中 麟 日 機 中 鋼 十 日 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
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暫定解価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告
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● 島 目 擦 ● 翔 針 ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の辞価

(2)力 験の権菫

童策屋森ネットワータを活用し
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中 期 日 “ ■ 鋼 | | ロ 暫定評価期間 (平成21年 鷹～平成24年 度)の 案篠報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事彙年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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暫定評価期間 (平成21年 度～平咸24年 度)の実績報告
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中 " 目 凛 中 用 t l ロ 暫定評価期日 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫弓席
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スメントを行い、その稲

ントを行い、その治療方法むい得する実ロ



中 期 目 凛 中 期 l l ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫馬轟綴♂
間
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中 ■ 目 凛 中 枷 訃 ロ 暫定評価期間 (平成 21年 広ん平成 24年 度)の 案績報告 各事業年度諄饉結果 暫定「●B間
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③ 医師のキヤリアパス制度の構築



中 期 目 椰 中 ■ ■ 日 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度諄価結果 暫定評価期間
の肺
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中 鶴 目 機 中 期 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定露覇
期間
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中 期 目 ● 中 期 十 日 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定
露編P間

4 総 合的事項

(1)● "● 焼ごとの総合的な検饉.

改善●
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(2)エ イズヘOnarI
プロッタ瑯 においては、

H=V戯 ‖の和"に ■″さ目の1
●となった■●■の暉織日●に自
けた●彙の■ロセ■■に実着し、
エイメ●■■びH:V● ■■●■

1    群
総;響 2朧 畠 協 設 鶴 紹

I覇
羅i

平成24年 度 :

対してエイズ医療の増てん化や連携を目ることを目的

「平成24年度の主ra― ― l

昴舞輩嚢亜蓋》二

下十

中 鶴 日 ● 中 鶏 I I ロ
.暫

定絆饉期日 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績颯歯 各事集年度諄僣結果 暫鳩昴編「
間

粟弾爾機薫翼藝露醜雲顎肇轟薦稚し甜窒響語1義躍甲
liI:::::;'IIンタ

:繭
、」留1日雷ご呂Ftthこ

liFt名   針 44名

●床研究、綸崚、●●情■●ダ

籠諄雛9'靖寝お奮:
口し、●●「鑽ネットワータを"
用した●壺嗜免・情゛発椰●●●
n4Lを目ろ.

1 . 輸

目指し、第 2期 中期計画に盛 り込

含tPlを 移行 ・強化した臨床研境

“の壺生 o今絆に■"口 中の動

な

る政策医療の実施状況の検置を行 うことにより、政策医療選打籠力を詢

[認::I

―における取組 (―都剛 D

2 し

し

機繭囃蝉等'i



中 期 目 凛 中 期 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫電用
価期間
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中 期 目 機 ● 力 計 コ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の請
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中 期 日 ● 中 鋼 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の癬価
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中 期  日  凛 中 " 訃 ■ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の肺
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中 " 日  機 中 鋼 ‖ ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
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中 鶏 目 ● 中 期 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定
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中 期 目 機 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫罵露覇♂
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中 期 日 薔 中 相 ‖ ロ 暫定評価鶏躙 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
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中 期 目 彗 中 " B I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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栞なるt― ttめ ること.
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2)傘 ●E営 コストの""●
彙摯菫●や医薇繊●、口薬品●

●臓スについて、■月対"果 や鮨
人全体の債書を“合的に'案 して
霙出することとし、単薔の見直嗅
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中 期 I I ロ 暫定評価期間 で平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定膵価期間
の評価
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中 期 日 麟 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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中 期 日 凛 中 詢 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫鳴嘉編♂
間
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中 鶴  目  檬 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 暫定評価期間
の評価
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中 期 目 “ 中 期 I I ■ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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中 期 目 線 中 期 I I ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事栞年度評価結果 暫定評価期間
の輌
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院共通の財薔会計システムによ
り、椰円BI決算や月よ決"を,
うとともに、各薔腱の饉書状親
の比較●市院の麟 ,t分 新
し饉告改善を違める。また、財
毒会|「システムを僣月し、重彙
「藤の実菫にかかるコスト錨
を行うとともに、強工なヨスト
のEIEに,ゆ る。
なお、露事会計・/ステムを■
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中 期 目 “ 中 期 針 ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評価
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中 期 目 纏 中 期 計 口 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫鳴露
価期間

収入の確保
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法的手■の実鮨0に よりその回
収に,め ることで、平成 20年
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中の0を 目る。

また、口彙未収金の支払彙内
●の市●化テス トについては、
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する。
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中 鶴 目 “ 中 ■ ■ ● 暫定書伍期間 (平成21年 度―平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価機果 暫罵馬覇♂
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中 期 目 薔 中 期 針 ロ 暫定評価期間 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫弓魔編♂間
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中 期  日  I n 中 詢 計 ロ 暫定評価期日 (平成21年 度～平成24年 度)の 実績報告 各事業年度評価結果 暫定評価期間
の評箇

=薇 ●● 菫 鮨■■に関する日

中"日 ■●"田 中に■●するロ
自籠●・●●●●については、〕
嵌4の とおりとする。
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資料1-3-①

独立行政法人国立病院機構の

組織・業務全般の見直し当初案について

平成25年 8月 28日

厚生労働省

独立行政法人国立病院機構の概要

1.設 立 目立病院機構の理念

私たち国立病院機構は

国民十人ひとりの健康と我が国の医療の向上のために

たゆまぬ意識改革を行い、健全な経営のもとに

患者の目線に立って懇切丁寧に医療を提供し

質の高い臨床研究、教育研修の推進につとめます

4。患者数好成24年度案組)
入院患者数 (1日平均)43,674人

外来患者数 (1日平均)48,354人

5。役職員数備勤)
役員数 5人 (平成25年4月1日現在) `
職員数 55,534人 (平成25年1月1日現在)

※医師6千人、看護師36千人、その他14千人
｀
【看護職の副院長を1病院に設置】

6.財 務      ‐

各病院が自己の診療収入により収支相償を目指しています。
平成24年度は、日立病院機構全体で経常利益498億円 (経常収
支率105,8%)であり、法人発足以降、経常収支プラスを維持
しています。
また、個々の病院においても、法人発足時の平成16年度決

算 (経常収支)に おいて74病院 (再編成実施病院除く)あ つ
た赤字病院が、平成24年度決算では19病院 (△55病院)と な
り、収支改善が進んでいます。

0平 成16年4月1日
O独 立行政法人日立病院機構法(平成14年法律第191号)
を根拠法として設立された特定独立行政法人

2.機 構の行う業務
①医療を提供すること
②医療に関する調査及び研究を行うこと
③医療に関する技術者の研修を行うこと
④上記に付帯する業務を行うこと

3.組 口 の規樹 好 成25年胡 1日現在)

病院数   1144病 院

運営病床数 :51′j97床(全国シェア3.5%)

臨床研究センター :12病院
臨床研究部   :72病 院
附属看護師等養成所
看護師課程     :39校
助産師課程     :5校
リハビリテーション学院 :1校

:58.8%    :
:95.7%    :
:39,1%    :
:37.1%      ::37.1%    :

…………・…………・・・「

人

人
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計
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中期目標期間の主な取組と成果の概要
|1副η環 1手■ラ甲:1111

0セ ーフテイーネット分野の医療の提供

(全国の病床シエア:医療観察法58.8%、筋ジストロフイー95.7%、重症心身障害39.1%、結核37.1%)     '

0地 域 医 療 へ の 貢 献 (H24実績:敦急受診後の入院患者数16.1万件(対H20●1.2万件)、紹介率616%(対H26+7.796)逆紹介和 9.4%(対H20+6.7%))

O東日本大震災時における延1万人日の職員を被災地に派遣

O新型インフルエンザ発生時における検疫所等への職員派遣、ウクチン接種回数に関する緊急研究実施

O難 易度の高い治験を積極的に実施し、我が国のH21～24年度の承認薬の約5割の治験に関与

○国立病院機構の膨大な診療情報データの収集“分析に基づく臨床評価指標(70指標)や診療分析レ

ポートの作成・公表

0看 護大学との連携により高度な実践能力を持ちスキルミックスによるチーム医療ができる看護師の

育成、厚労省看護師特定行為口業務試行事業(国のモデル事業)への参画

O地 域の医療従事者を対象として研究会等を実施し、EBMの 成果等を普及(平成24年度開催件数3,226件)

0上 位基準の取得やコスト削減等の経営改善努力により、各年度経常収支率ほぼ105%以 上を達成

O長 期借入金の約定どおりの償還を行い、長期借入金残高を大幅に削減o′∞唯円伸10→ 4579億円伸2■)

事務及び事業の見直し当初案概要

① 引き続き、国の医療政策として担うべき医療である5疾病・5事業

や、在宅医療を推進するための地域連携、他の設置主体では必ず

しも実施されないセーフテイーネット分野の医療について、診療・臨

床研究・教育研修を一体的に実施することにより、我が国の医療政

策の実施や医療水準の向上に貢献する。

② 災害医療など国の危機管理や積極的貢献が求められる医療につ

いて、国立病院機構の人的・物的資源や病院ネットワークを最大限

活用し、人材育成を含め中核的な機関としての機能を充実,強化す

るとともに必要な医療を確実に提供する。

③ 老朽化した建物の建替等を計画的に進めることにより、患者の療

養環境を改善し、サ=ビスの向上を図る。



事務及び事業の見直し当初案概要

① 国立病院機構の病院ネットワァクを活用し、迅速で質の高い治験
の推進、国際水準の臨床研究の充実・強化により、他の設置主体と
の連携を取りつつ、医療の標準化と出回戦略を見据えた医薬品・医
療機器開発支援に取り組む。

② 国立病院機構の病院ネツトワァクを最大限有効に活用するため、
DPCデ ータ等の診療情報データベニスの分析を更に充実するととも
に、電子カルテ情報の収集・分析について検討を進め、臨床研究のI
丁基盤の充実を図る。

事務及び事業の見直し当初案概要

・
様々な診療機能を持つ国立病院機構の病院ネットワークを活用する

ことにより、質の高い医療従事者の育成を行うとともに、地域の医療従
事者や地域住民に向けた研修などを実施することにより、我が国の医
療の質の向上を図る。

また、チーム医療を推進するため特定行為饉)を行う看護師など、高
度な専門性の下に多職種による連携口協働ができる専門職種の育成・

研修を実施する。

(注)特定行為とは、医師又は歯科医師の指示の下、診療の補助のうち実践的な理解力、思考
力及び判断力を要し、かつ、高度な専門知識及び技能をもって行う必要のある行為である。



組織の見直し当初案の概要

法人形態の見直し

政府による独立行政法人改革の中で医療事業の特性を踏まえた見直し

を検討する。

非公務員化

法人形態の見直しと併せて非公務員化を検討する。

運営の効率化及び自律化の見直し当初案の概要

業務運営体制の整備

・ITに係る本部の組織体制を強化することにより、日立病院機構の診療事

業・臨床研究事業等における「の戦略的投資、セキ三リテイ対策等の強化

を推進する6

日経営環境を適確に把握し、機動的な経営戦略に基づく自律的な病院運営

の実施を可能とするため、本部の経営情報分析体制の強化により、経営情

報の収集・分析を進める。

・効率的な病院支援体制を確立するため、本部組織を再編する。



資料1-3-②

I.中 期目標期間終了時における独立行政法人の組織 ・業務全般の見直しの当初案整理表

法人名 独立行政法人日立病院機構 府省名 1厚 生労働省

沿 革

昭和20年 12月

厚生省国立病院 ・日立療養所の発足 (旧陸海軍病院、傷俵軍人療養所を引き継ぐ)

昭和22年 4月

日本医療団の結核療養施設を移管し、国立療養所として運営

平成16年 4月

独立行政法人日立病院機構の設立 〈日立高度専門医療センター及び日立ハンセン病療養所を除く)

中期目標期間 第 1期 :平成 16年 度～平成20年 度 第2期 :平成21年 度～平成25年 度

役員数及び職員数

椰 年 1 月1 日 D

※播弧書きて監事の数を記載。

●■枷 I腱菫み合め,“ 奎′"●

役員数 くうち、監事の人数) 職員の実員数

法定数 常動の実員数 非常勤の実員数 常勤職員 非常勘職員

17人 ( 2人 ) 5人 (1人 ) 10人 (1人 ) s s ,  s s 4 , t r  I  r  z ,  4 o 4 L

年  魔 平成 21年 度 平成 22年産 平成23年度 平成24年度 平成 25年壼 躙成"価

日からの財

政支出額の

推移

Q冑亡:―

一般会針 50. 395 48.392 37, 149 29 766 23. 337

特別会計

50.395 48,392 37,149 29, 766 23. 337

うち運」費交付金 45, 972 43. 682 36. 202 28, 623 22 958

3.217 3. 121 0 0 0

うちその他の情助●● 1. 206 1. 590 946 1. 144 378

|うち腱鳥出資金 0 0 0 0 0

支出予算額の推移  戯 :― 865. 845 867. 576 896, 792 944 264 991. 611

甲脇日鴫譴籠図 ま¨ 嚇 34.756 49.531 △ 42, 110 △ 237

囃 :" 発生要因 平成23年 度末に繰越欠損金は△421億 円となっている。その発生要因は、国からの運営費交付金で措置されていた整

理資源 (注)が、平成24年 度以降、日立病院機構の収益で負担する方針とされたことから:平成23年 度決算において、

整理資源に係る退職給付引当金として1,404億 円の臨時損失を計上したためである。

(注)思 給期間 (昭和34年 以前)に 係る退職綸付債務の積立不足を補う負担

見直し内害 平成23年 度は、△421億 円を計上しているが、平成24年 度においては、419億 円の純利益を計上し、繰越欠損金

を△約2.3億 円まで圧縮している.=|き続き経営改善を進め、法人の財務基盤の安定化を国る。

―         轍:― 0 426 1,105 184

― ― … … 18,931 3,918 147,480 Δ 3. 311 ω ¨

見直しに伴う行政サービス実施コ

ストの改善内容及び改善見込み額

業務の効率化を図り、経費の削減を行う。

中期目標の違威状況

〈業務運営の効率化に回する事項

等)(平成24年度実働

職員の適正配置や平均在院日数の短縮等により診療報酬に係る上位基準の取得を推進するとともに、新規患者の増加や

材料費等のコスト抑制などの経営改善を実施した結果、各年度で中期目標 (経常収支率10096)を 上回る高い経常収支

を維持した。(平成24年 度 :498億 円、105.8%)ま た、長期借入金について約定どおりの償選を確実に行い、

その残高を大幅に削減した。(平成24年 度長期借入金残高 :4, 579億 円(対20年 度 △1, 392億 円))

具体的な取組内容としては、
・ ― 般管理費の削減 (平成24年 度 :458百 万円 (対20年 度 △287百 万円、△38.5%))
・ 本 部業務監査室による全病院の内部監査、監事による病院の抜打監査、会計監査人による全病院の実地監査を実施
・ 契 約の適正化を図るため、本部及び全病院に契約監視委員会を設置しt随 意契約の事前点検等を実施
・ 技 能職の退職後不補充や非効率病棟の整理 ・集約等を図る―方で、医療サービスの質の向上のために必要な

人材確保は行いながら、人件費率と委託費率を合計した率を抑制 (平成24年 度 :55.3%(対 20年 度 △ 1.

796))
。 「 独立行政法人の事務 ,事業の見直しの基本計画」〈平成22年 12月 閣議決定)に 基づき、廃上した病院跡地に

ついて適切に国庫納付
・ 地 城の医療機関や医師会等との高額医療機器の共同利用を推進

(平成24年 度 :CT 33,164件 く対20年 度 ●4,658件)、 MR1 34,688件 (対20年 度 +7,096件))
・ 個 別病院毎の経営改善計画として。平成20～ 22年 度に58病 院を対彙とした再生プランを実施し、平成22年

度末に30病 院が改善目標額を達成。また、平成24～ 26年 度は減価償却前収支が赤字等となつている24病 院を

対象としたリスタートプランを実施し、平成24年 度は10病 院が改善目標 (黒字化)を 達成。
・ レ セプトチェックシートを用いた効率的なレセプト点検の実施、委託業者以外の外部業者によるレセプト点検の

実施等により、診療報酬請求を適正化
・ 医 療ソーシャルワーカー等職員間め組織的な連携協力による未収金発生の未然防止に係る取組や、病院への個別指

導の実施年により、医業未収金比率を低減 (平成24年 度 :0. 0596(対 20年 度 △0.06%))
・ ス ケールメリットを活かした医薬品、大型医療機器等の共同入札により、市場価格を下回る価格で購入

(平成24年 度から日立高度専門医療研究センター・労働者健康福祉機構との共同実施)

これらの取組により、平成24年 度においては、診療事業は、運営費交付金に依存しない経営が可能となり、運営費交

付金は、国期間債務 (256億 円)や 、事業の性格上不採算とならぎるを得ない臨床研究事業・教育研修事業 (44億 円)

のみに措置されている。

(このほか、国民に対して提供するサービスその他業務の質に関する事項及び財務改善に関する事項については、

『即任1茅 3田 ゝ



=.事 務及び事業の見直 しに係る当初案整理表 .

法人名 独立行重法人日立病院機構 府省名  L圭 労働省

事務及び事業名 診療事業・臨床研究事業・教育研修事業

事務及び事業の概要

(主●●の政策体桑における当餞事務及び事彙

の位置付けを目式化した贅料を重付)

国立病院機構は,国 の医療政策として担うべき医療である0疾病5事業や、在宅医療を推進するための地域運

携、他の設置主体では必ずしも実施されないセーフティーネット分野の医療、国の危機管理等に際して求められ

る医療について、全国的な病院ネットワ‐クを活用し、診療・臨床研究・教育研修を一体的に提供している。

事務及び事業に係る予算額

く単位 :百万円)

22年 度 23年 度 24年度 25年度 26年 産 優求〕

支出予算饉 867.576 896,792 944,264 991,611

日からの財政支出額 48, 392 37,149 29. 766 23, 337

事務及び事彙に係る職員数

酬 11覇L力 翼L5-月 1日■D

常勤 52,303人 53:700人 55,534人 58,471人

非常勤 9,717人 10,897人 1 2, 4ヽ04人 12,645人

事務及び率業の見直しに係る具体的措置

(又は見直しの方向性)

診療事業

① 引 き続き、国の医療政策として担うべき医療である5疾病・5事業や、在宅曜療を推進するための地域

連携、他の設置主体では必ずしも実施されないセーフティーネット分野の医療について、診療 ・臨床研

究 ・教育研修を一体的に実施することにより、繊が国0医 療政策の実施や医療水準の向上に貢献する。

②
職薦す1非9駿莫離席     識 R躙 金楊饗習
に必要な医療を確実に提供する。            ,

③ 老 朽化した建物の建替等を計画的に進めることにより、患者の療養環境を改善し、サービスの向上を

図る。

TI議疵3鮮菫凛izこ維霞iヒ姜霞霧湖臨盪 無
開発支援に取り組む。

②_買音源撃警蔓2重霙:Z:ZI色「:李野π摯編:雰護彙ヤ雰絆足:RI瞑島曹塁鷲F露繁:蔓λ↑
T基盤の充実を回る。

教育
顧言言蓼療機能を持つ目立病院機構の病院ネットワァクを活用すること

3

育成を行うとともに、

療の質の向上を図る。

地域の医療従事者や地域住民に向けた研修などを実施することにより、我が国の医

また、チーム医療を推進するため特定行為 〈注)を 行う看饉師など、

連携 ・協働ができる専門職種の育成 ・研修を実施する。

(注)特定行為とは、医師又は歯科医師の指示の下、診療の補助のうち実践的な理解力、思考力及び判断

力を要しでかつ、高度な専門知識及び技能をもつて行う必要のある行為である。       ___

高度な専門性の下に多職種による

上記措置を講ずる理由

~弓
「=続き、国の医療政策として担うべき医療である5疾病・5事業や、在宅医療を推進するための地域連

携、他の設置主体では必ずしも実施されないセーフテイーネット分野の医療について、診療,臨床研究・撃

育研修を一体的に実施することにより、我が国の医療政策の実施や医療水準の向上に貢献する必要がある。

霧I[i麟            i朧            鼻
―タベースを更に充実するとともに、電子カルテ情報の収集・分析について検討を進め、臨床研究の IT基 盤

li]:i:|:li[ittilI[:貫 な菫二子]:::::1;::書 :書 :[1:う 言[言 言:::

た、他法人への移管・統合等については、法人の設立経緯、担つている医療内容、事業規模等から困挙であ

る。

行政サービス実施コストに与える影響

(改善に資する事項》

業務運営の効率化等により、さらなる経費の節滅を行う。



組織の見直しに係る当初案整理装

法人名 独立行政法人日立病院機構 府省名  l厚 生労働省

見直し項目 法人形態の見直し 非公務量化

組織の見直しに係る具体的措置

(又は見直しの方向性)

政府による独立行政法人改革の中で医療事業の特性を

踏まえた見直しを検討する。

法人形態の見直しと併せて非公務員化を検討する。

上記措置を出する理由

現在、政府で検討が進められている独立行政法人改革
の中で、医療事業の特性を踏まえた見直しを行うため

簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関す

る法律 (平成18年 法律第47号 )第 52条 を踏まえた対応

を行うため

運営の効率化及び自律化の見直しに係る当初案整理表

法人名 独立行政法人日立病院機構 府省名 1厚 生労働省

見直し項目 業務運営体制の整備

運営の効率化及び自体化

の見菫しに係る具体的措置

(又は見直しの方向性)

・ITに 係る木都の組織体制を強化することにより、日立病院機構の診療事業・臨床研究事業等におけるlTの 戦略

的投資、セキュリティ対策等の強化を推進する。

・経営環境を適確に把握し、機動的な経営戦略に基づく自体的な病院踵営の実施を可能とするため、本部の経営情報

分析体制の強化により、経営情報の収集 ・分析を進める。

・効率的な病院支援体制を確立するため、本部組織を再編する。

上記措置を購する理由

・病院ネットワ_ク効果の最大化、機動的な経営戦略に基づく病院経営、効率的な病院支援を実行可能な体制を確立

するため

V 前 回の 「勧告の方向性」における主な指摘事項の措置状況 (平成 25年 8月 現在)

整理

番号
法人名  (注 1) 『勧告の方向性」における主な指摘事項 措置状況 く①措置済み、②対応中、③未措置) (注 2)

2 日立病院機構 (19)

個々の病院ごとに,次期中期目標期間の

開始後2年程度を目途に、政策医療と地

域医療事情及び経営状況等を総合的に

検証し、結果の公表、必要な措置を実施.

近隣に国立病院、労災病院等がある場合

は、診僚連携等の検討。次期中期目標期

間終了時までに、病院配置の再編成を含

む総合的な検討

②

個々の病院ごとに政策医療に係る機能、地域医療事情、経営状況、病床数の

適正化等について総合的な検証を実施し、平成24年 3月 13日 に開催された

第36回 独立行政法人評価委員会日立病院都会で報告するとともに、その結果

を公表した。

労災病院との連携については、平成23年 4月 20日 に立ち上げた「日立病

院・労災病院等の在り方を考える検討会Jにおいて、平成24年 2月 15日 に

報告書が取りまとめられ、「両法人間の連携方策を強化することにより、法人

統合を行う場合と同様の効果を目指していくことが適当」とされた。

これを受けて、平成24年 度においては、医薬品、医療機器の共同購入を実

施した。                   ｀

また、両法人が主催する研修への相互参加を実施し連携を強化した (労働者

健康福祉機構主催のフ研修に69名 多加、日立病院機構主催の9研修に55名

参加)。          |

その他、近隣に労災病院と目立病院がある場合には、1:き続き診薇連携を進

めている。

簡素で効率的な政府を実現するための

行政改革の推進に関する法律(平成18年

法律第47・B・l第52条の規定を踏まえ、非

公務員化について平成20年度に検証

②

平成24年 1月 20日 に 「独立行政法人の制度及び組織の見直しの墓本方

針」が閣露決定され、固有の根拠法に基づき設立される法人とするまでに、職

員の非公務員化に伴う問題の解決に向けた所要の調整を行うこととされた。

その後、平成25年 1月 24日 の 「平成25年 度予算編成の基本方針」(閣

議決定)において、平成24年 1月 20日 の閣議決定は当面凍結することとさ

れたが、今後、政府の独立行政法人改革の議論の中で日立病院機構についても

議論されるものと考えている。



● 日 立病院機構が担つている政策医療の

均てん化の観点から、日立病院機構のネ

ットワータを活用し、診療情報データ^

―スの早期確立と民間を含めた利用の

促進

①

全病院からDPCデ ータ (対象病院のみ)及びレセプトデータを収集・分析

する 「診療情報データバンク (MIA)」 を平成22年 10月 に構築し、運用

を開始した。

修療情報デ‐タバンク (MIA)に より収集したデータ奮用いて、医療の内

容 くプロセス)や医療あ成果 (プウトカム)を評価するため、様々な医療領壌

から76の 臨床評価指標を針測・作成し、平成23年 度に公表した。

また、日立病院機構以外の医療機印においてもこの70指 標と同様な指標を

作成できるよう、計測に係る分子・分母の定義及び算出方法等を明確にした「計

渕マニュアル」を作成。公表した。他の医療機関がこの計灘マニユアルを使用

して指標を作成し、医療の質の改善活動に取り組むことが可能となりt我がロ

の医療の標準化に貢献している.

(注1)「法人名」相における括弧書きの数字は、見直し実施年度を示す。

(注2)措置状況には、具体的措置内容や措置時期を記載する。未措置の場合には、その理由を記載する。

平

個別病院に期縮さ れる機能の発揮

0地 麟 医療への貢献
・地域医療支援病院 61病院

(対20年度'1田駆紛
・紹介率01醸 (対20年度+■■)
・違紹介率40■ (対20年嵐+0■)
・救急受静後の入隣慮者数101.4"件

(対"年 度+241,件 )

0政 策医療の適切な実施
・医療計画(4疾病・5事業)に対応レ地域のニー

ズにわ た医療の提供
。セーフティネットとしての雛 の辣

(病床シェア)心神喪失者等医療観察法58“ 、

筋ジストロフィー95.7%、重症心身障害391%、

結榛37.1%

0災書対"体||の充実
。東 日本大晨災の経験機 え、日立痢院機構

防災業務絆面の改正●を行い、災害時の対応

体制を再構築、日諫実誌

・災害急佳期における情報収集・医療敏饉活働

等の■籠性機 た、当蘇活勲桁 う初働医

療襲融 し、研修を実施

9量

[J撃 ‖『ユ堡'櫛
同様な

馴査篇
価

韓編

の
彗喬

打

・本部惨療情報分析都と2病院が協力して、「P蟻 サイクルJに基づく

E察 の質の改善に向けた取り組みを実施し、結果を公表

0ク リティカルバスの実施件数

286.226件 (対20年度 +42■97件)
・医療の標準化、チーム医療の推進、分かりやすい説明を行うためのタ

リティカ～な が増加
・地― クリテイカルバスの普及・進展87病院 (対20年度+34病院)

0長 期療姜患者をはじめとする患者のQOLO向 上
・全病院に面談室を設置するとお に140病院でボランティアを積極的に

。露拓会襲患者のOOL向 上相 指りL競 刺書和 こついそは、25H院 が

・羅 胤 騨 臨 に猥 ""年 度■鏡 院+Ы銘 )

0チ ーム医姜0推 進
・NST、 呼吸轟タアチームなど医諫つ質向上を目指したチーム活動の

推進

安心 。安全な医療の提供

0患 者のプライバシーヘの配慮
・相談窓口の個室化 132病院
(対20年度●6病開     .

・建替時における外来ブースの工夫、面

談室の増設を推進

0医 療安全対策の充実
・病院間で相互に医療安全対策を

チェックする体制を整備するため、各
プロック3病院計18病院におして相
互チェックを試行し、参加病院の意見

を踏まえて「病院間における医療安全

相互チェック実施要綱」を作成

・感染管理認定看餞師
103病院で13略 配置 ※全国登像者

の8.4(対 20年度+48名、+32病院)

0長 期療姜患者が使用する人工呼吸

器の取扱について
・機種選定のための基本7要件を示すこ

とで、機種の高度化等の実情に応じた

標準化を推進

患者の日線に立 つた医療の提供

O患 者満足度の向上
。分かりやすい説明

入院4589(対 20年度H1012)

外熱 .199(同“022)
・相談しやす0爆 境づくり

An4 542(F"0026)
外来 153(間40_038)

・各病院毬 自施設の結果を分析した上で

様々な取組を実施し、前年度の平均値が

.基霧      ラ に関す

る研修を実施する等分かりやすい説明の

取り組み雄 進
・多様な診療時間の設定及び待ち時間対

策の様々な取組継
・M議 を135病院 368名に増員

(対20年度 ■22病院、+139名)

0セ カンドオビニオン●1底の充実

選     、 戴轟
に努力

・各病院の取組状況の共有化
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総合的事項

0エイズヘの取組推進
・各プロック拠点病院を中心に、全料対応による総合的な診療、臨床研究、人材育成の取組を推進

・各プロック拠点病院において、大学病院等他の中核拠点病院等との連絡会議の開催、研修の実施等を通じて連携を図り、H「V感染症医療の均てん化を推進

O総 合研究センターにおける取組
・全144病院を分析対魚として、近隣病院との比較や患者住所地別の分析など、より多角的な視点で診療機能分析を行い、結果を解説編ととも|こ公表

・研究成果について、学会や専門誌等において積極的に発表

0労 働者健康福祉機構との連携
・平成24年2月の検討会報告書を離 え、医薬品及び医療機器の共同購入を実施するなど連携を強化

・両法人が主催する研修への相互参カロを実施、連携を強化

業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

業務運営の見直しや効率イしによる収支

改善 (経営意識の向上、業務運営コス

トの節減)
0後発医薬品の利用促遣
数量″―ス  303(対 20年度+141%)

購入金田ドース OB“ (対20年度+1.")

O一般管理費の自1減
458百万円 (対20年度△287百万円)

O共 同入札の実施
。日立高度医療研究センター及び労働者健康福

祉機構と医薬品、大型医療機器等について実施
・リパースオークカ ン方式(LED蛍 光0の 実施

00C活 動を推進し、過去最高水準の取組件敗

業務運営の見直しや効率化による収支

改善 (収入の確保)

0医薬未収金比率 00"(対 20年度△0001)

0鰺燎報日腑求の適正化
・レセプトチェ〃 シートを用いた効率的なレセプト
点検の実施
・診療報酬請求適性化研修の実施による職員の

資質向上
・委託業者以外の外部業者によるИ"′卜点検の

麹
・請求澪れ防止の取組事例の共有

0外 部競争的費金の獲得 約24億 円

業務運営の見直しや効率化による収支

改善 (医療資源の有効活用)

0高饉医療機器の共同利用数
OT 3■:041(H20年度4650件)
躙 鏡880件0崚0年度●7,00件)
・積極的に共同利用を推進し、利用数が大幅に拡大

・看護師日憲試験合格率 97■ (全国平均041%)
・医療機関¨ 就職串及び進学率 979t腱錮鴨
9 6●l
・養成所評価指標を用いた憫別病院毎の活動評

価

0医 事会計システムの標準化

105病院 〈対20年 度 +105病 院)

効率 的な業務運営体 制

0内 部前制の充実
0地 域医療連携室への専任‖曖の配量

138病院 は,20年度 +21病 "

0医 療安全管理豊への専任職員の配置
1“病院 (対20年度 ●3病院)

0病 院の経営情報分析機能の強化
本部に経営情報分析部門を設置

0外 部評価の活用
・日本E療 機能解価機構の病院評価受書病院数
51病院 (対20年魔●6病院)

・IS09001渇病院 赤ちゃんにやきしい病院:9病院
等

0全 職員への業績評価の円滑な実施

固定負債割合の改善など
‐

0長期借入金残高のHI減 45,0億円 (対20年度△1,392億円)
・内部資金を活用して病院機能向上のために必要な整備量を確保し、

約定どおりの償選を確実に行い、長期借入金残高を大幅に削減

0医 療機番、建物への投資
・21～24年までの累計2,371億円 (中期計画期間中の目標 3,3Ю億

円)

0不 要財産の日庫還納
・廃止病院の跡地について2病院の日庫納付桁 しヽ 2輝院の返納準備
を難

経営の改善          、

0経常収支408億円(1053つ
・より効率的・効果的な体制とする取組みを進めることで診療報酬の上位基準の

取得等による収益増及びコスト抑制による経営改善を行つた結果、経常収支率
は1058%となり、高い水準を維持

0個 別病院毎の経営改善計画の実施
・運営費相当の収入を確保せ ずに借入金に依存せぎる留V'い 病院に重点

化して、病院改革による経営の再建、改善を図ることを目的とした「機構病院リ
スタートプラИ を実施した結果、平成24年度は、10病院が黒字化


